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豪取滅料及び方ラ宏　　　　　；
．タイー．ワンコブラニ毒：1くよる致　ヒ・及Zべi

局鵜裟死に関すわ実験成績　　：

タイフンコフ”ラ毒の魚参イしに1鶉す1

な吏、験成績

＝コブラ毒」ホノレマリント飛ソイト“の

免疫国忌1て関す勉実験、成績
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　緒論
　ゼ浮に袴息すう蛇の種類ぽ、みおぱぞ2．，9…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1i
〃ク糎詰れ勃うろ約4・・種刀噂玄亡でi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

】」！5・種あ討て・あ蝕劾れ・てい3．．と．一
　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　．　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水らの看蛇ぽいつれ％動物学工iてお1ブ多分．類｝
，、」る輿一点a、蛇翻のE、。pida。（．！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミコブラ科）1あ3v・・コ：Viperldae（クザリヘビ1’山斗）◎i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に属してv・な。　東南アジア1〈・淫事し　ていう薩＝1

濤尋蛇の科及び御てつ・・て蓮べう・と・、コブラ’

甜で1エ、　Bungaru・，　Calli・phi・，　Mati・・1・，　Na」a，　Ophi・ph・g・sジ

の5属2牛二刀ぐ、クブ　ヘビ科マ順Agki・t・・d・n・’

Azemi・・s，　Trim・・esu・・s双び』 魔奄吹Eraの4轟4・1煙が’控遍

して〉、♪9　　　　　　　　　　　　　　．　　1

　まτ〈台彦にみ・・マ鳳、20種η毒蛇が知ウ
4失て　・ノ・　ろ　カぐ、　　き　つ　う　ち　薩オ妻・虫乞’てr　I　I　二重　て”、　　タ

纏は海蛇であ多。こつうち人勧て被宅の多レ・

争彦オ享唄と1くついてえ隻llてその矛重菱負を言乙孝～ぐし1二。

タイ’フ〉・コフ●’ヲ（Na」a　na」a　atra）　iコ’Elapinae　（＝フフ”

ラ亜i矛斗）のNε殆属（コブラ角）ド矛）・ワ多一並・
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塵嗣　．

鍾であ弘⇔吻．鮪劉東南扮、海南島及が光：
ペトアムに冷浮していう。その人♂釦謁労｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1よ　そ　　’　0　0　0　z吐　つ几て”　あ　3　ズバ，　　／6二　5L　4一つ｛　〃乙　ノて　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
蓬すうイ多’1も報告ぐれマいり。　ミつ糟も舵．のコi

　一・でコブラ・嬢1（ついて述べうと、如易：

困難流誕、葱獅纏、呼・姻難．薯のネ権麻1

卸4の恥劾歪状が主徴としてあろあれ、・玖’
・　　・コ邑▽エ・、　　月臭痛　τ・ヌ　と1　；を　イ手　　ラ　～　　と　一若　あ　　多　9　一ラ毅黒　rJ

症例で｝コ受傷按1時間》丈内層K死亡す多こと｛

あ後。まア（改イ多三所1く汀眼角桂のプ嚢死バみづ「

れ0う。　ソλ」二つかとくコフ．’プロ欠轟1て」づ・ア3表オズご

iJ、神姫麻痺掌状と局デケ壊死であう。

　タイワンコプラ毒の毒ふ生｝劉6一としてIJ＼主

勇σ薇死因寄としてC・b。。t。xエ。バYang（日6

ま）ユタ2によフ嫡備額れ斥．こつ毒和神

ヨ赫性で靭・・線哉のオ轄｝青知門門くイ岡す

；うことηべ美2られてv・ろクナ裟死】i郵予i＝ついて1てr
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Lee（1『68）27）Kよ・1，蝸欝柱〕櫛1し

紛綜叔Ca・diQt・xin・ぐ｝組織繍乞K予轄・作1
｝笹楕つと毒桝しているカぐ、まだ不明の薫，刃ゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　実ド毒蛇吹庭の弟謙ダび手防K関する二丈1

ジフテリ　ア毒煮，く丈寸ずう才克毒・素，く∫つて、　免：

疫の四望あう・・1コ血矯孫払へ弓遁刀ぐ、鳳じり

一一 ﾄ絹かれrくこどσ｝徽・の享曳マ・あ毎蛇毒の

頒域』ド血病操玖Σとり入れみのほ、5坪復の
　13　？1ケ年ゼPhisalix’反〃ぺ亀C21閉e七te　lζよつ　てぞそf　TJ

　われ7㍉これらの鋼究でコブラ銅く対サう巧
　の4汽毒秀ミ血ラ看ヵぐ、　亥こア衆のコフ”ラ》支こ舞のズ∋r孫1て

　二二であう二と〃・擁η・めらわうと、世帰各回

　でそれそゆれの死多或で刈題とr’う毒：ヌ宅、z女轟K狛．

　三原瑠寒血矯の開溢刀吻ワら摘ようドσフ
　rこ。

　　一方ワクチンκよう表漏の予筋’つ、」…e・・

　レstα；「1・ごρ・のぼらね1江瞭らσい〃▽・いのク
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屈姻毒劉てよう忌むズあうジフヲ・1、アの予．1
彷1く　、　ジフ　テ　リ　ア　毒づ煮　1てホノレマ　　リ　ン　乏　ηロ　え　て　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
七二7くホ，レマソント雫ソィト栖凧Glenny《i

門2i）及〆R孕m。n（門23）1・よグてと；

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　1
弍剣へざ　れ7くの1て比べう　と、　三二毒　ト　斥　ソ　ィ　ト∵

r∫お長期間を，玄乎とし1ミ．

　ぞの理由ぽ二三症の領域て・1コ、』イ克毒糸によ．

つて問題．ぼ解旅ざれ衣るのと一般1に彪・ひ．う才し

て・・欧と、あ． ?D・1偽を免疫してよソ為い

力価の坑毒忌を碍る7くめK哩要σ蛇毒の減孝．
刃・ぐ失員軋　1て4冬　フ　汽　 こ　と　て’らあ　う　、　　ぞ　り　　う　え。　・こ　れ、ま

て1審蛇1てイ知鮒吹3れた人の才ζ”免疫刀・・ピき

1てとr乞うィ多噛」し『あごrソフ嶺ヵ・丁よい〃）て5＼　虫之毒1て二二

すう免衆ほ《こ立・5にくレ・のて．’I」τ」・一η・といラ

悲・観的τ」見方畜手伝フていτくと潭きわれり．

　し・’し撫堀ある）・1鰯秘で更際の蛇咲轟K

私諏れているイ甥》、三四」毒蛇の飼箔や
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク

才紡に従豹て・・る人ぐの蘭lq」、蛇萎．1く文寸

鯛そ伽ぜ’醇てe置旧こと唖懸でれてい1く1
こと1；1老うまて”もrJい。　しρ・しや刀でてラ台下釦：

含に毎矯症射刀∴危倹ビあうようrJ人々の乎誘1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もド・もとすG㌦・て、　人々1ζ之・さすう予彷イ多・コ撞を言式ノナ’

ようとすうズ斌尻かご季反告て弟・る5ラ1てτ∫フr≒。　1

　す・DちWi・n・r．（1守60）18）1似ネ．一ク：

ノ《一 Nの一三負1く才レストラリァ潅．のタイてブ

ース年一ク（N・t・・hi・．s・utaちus）の神綬毒を微量ρ・

らう左射をま彪、アアく・ぎ老；果一、　／3’ヵ月後尺4ク．処r　．

の毒の疹射K拓耐え5」ラ’K・’・天こと芝報

ノ旨して）、ろ。　ま1くFlowe「　（1『63／　1『6

5）21♪　にrインドコ7“ラ毒をNa－alg土n2te　て”…戴毒

し衣も‘りを、　自分匂身1く秀射しマ’フ、動目の

ラ謝俊．まヵ月で鮒につデラ麹（対すろ変文

死防御揃本の上弓を認ぬ予万才暑種の可能柱

を示峻しμ。

　久r育箸（1『6『）3∠卜）1：丁才九毒毎ラ『旨1・くよ＝るノ＼
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ズ吹霧のラ鍛ド1コー是鋭解のあうことを疫、
学調笠の島呆衆・り，ジ乙ドロ才才クト酸で不i

縄のイ瓶の繍負名一阿纏ほカぐ、勧痴て起i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
フ1kノ＼フ“ロ支庭’乏・名の三二のゑも采、、　トつぐソづ ドi

1壇傷緬iて起う叡Σ旗の，く卿である｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ことを旧風」害しτヒ。　　　　　　　　　　　　 ・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r73）み）の言鹸Kよリ、．東南アジア誘1参1ぐ

方ワう蛇攻癒のうち糸｛為い致命卑を示ブコ

ブラv三一で鳳、ラ⇔療釦ラ喬のラ二二を受ワかンメ前

に死七す勧亀名の多・・ことヲ・ら、こ～て・囑予

名方才妾牙重の・文要ノト生かご強肉劉ざれてv・多，

　さ　て　ニコ　7“ラ　巻　ト　宍　ソ　・イ　ト”　1て7鴫ノダ　う　こ　れ　」　て”

の炉1兇ズ，」、　りく追一友．〃べ⊃1、島ら　（8　『2．3♪、）

のキ反告によれ1ず、　0、ユ5．％の毒：を倉｛ひ’生埋ノ食

塩ノkドホレマリンを〃♂均・汐・え、37．しで
き瑞毒ゲピ、し丁くト宍ソイ　ト“を・ラ’ゾそ”1くう左射レ　プミま壱

果免疫効果を認めアくと報告しているψぐ、一三

の動物i逸疫の迩十で死七し、如タダつrてウ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

ヴ’ギのイ本四」し’全〉て5叡，］rしてい’ろこ　とσと“ハら

毒孝〔ρ・ぐ兇左）iく錘し萎≠イ乙くア必てv、rく刀、と“ラ〃・IJ妖．

わし・・，」アて毎・やの中和才耐本の産生を富めな、

ため1てぽ、才妾）正統、量ハ爵100伽∂ゼ1コ渇す劣～1

ズ16ぎ侃3を’玄要左しrくことア・う、ぞの免層

喜劇生1・〃・・同5る・・拘て協・7て。諏Grass－i

・t及び・z・ut・ndyk（門33）4）らI」、ケープ・ゴ

ブ’ラ（Naja　flava）　の毒：を生至里食多蓋Z．永．1くク容角1暖し、　：

こ・れ1てホ、，レマりンを〃ロえ．てト穴ソイト“イと、ξ言さこ

み汽とこう、鼠毒化でれサ〃・フ汽バ、M・rtin・。

b・・thlくう各温し擬こう山奮“ユ過夙でぞの看・吐

ヵ寸笑あ才し、、言い4克原性を嘱するト茉ソイドを．，

イ蘇と匹ぺていろ∴しカ・し田亨（1『　4　1）13）

　耐イワンコフラ談）律て初わム1て孝，
レ噛てト雫’ノイド化を試み1くと～ろ、鴛毒化ず
ろ　　3　　てρ　iミ　パコ〔　2．　ケ　　月　　芝　∫萎≧　し　1く　。　　3　1て　　こ　　イへ　　を．　」…ヨ　’て

免疫　　し　　τく　〃ぐ’血　、ヤ　の　才ん≒萎ヒ　系r　を　∠≧⊃　く　　言正　日月　　し　　f暑　τ∫　　刀、

つ庶報回して・・る．赤塚（眉3の6／1＝
よれぽ・・a」・na」an∂5・の毒を生遅食塩永で1≠震

度とし、こみド04ラ臼くわレマリンξラ恭加し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　！0

て400しに放置し1く場倉にぼ、　6過間ゼ鴛毒・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
1くめ1て，　一マウス及ひご・家．免を）；刊v、て篠：莫弓1て1」亘り　i

夫量’の毒を投与し1くに主ハ〃・あろず、　その免■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i疫交力果1歪マ　’ラ　ス　て”1頁　企く　τ〆　く　、　ラ　’ワ　ヤ’1て　」プ　レ、　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
てもその血ヰK抗毒素の蒋痒を雛実K証明でbi

・　ンにようコブラ毒の無応化I」唇易で諏・・こ唱

とを矢vソ、　0、1～1、0プ・のタイ・フンコフ”ラ毒

ラ砦液に3％のホルてワンを∂、・そ、でらKミれ
を　　’　　o　　o　層。（：　　あ　ろ　　・！、　1コ　　ノ7　5－　6（ノ　て“ズ7ロ雨曝，　し．7く　　と　　く　　う

、　75－oこの加黎て・1ユ｝温そ間で毒ふ生〃ぐ失わ率一汽

。　このよう1くして璽，：蓼r乙し7kト雫・ノイドを家

竃に免疫し民力寸、　6㍉IJ「コブラ毒の　ト穴・ノイ

ド化1ユ三宮の方言1くてほ良始で∫杭原rくクえず

」と述べて・・ろ．s。・a－a（1170）38♪の

孝艮く髪｛　3　1く　フ　ィ　リ　ッ　ヒ。ンコ　ブ　ラ≒塗Σ　ホ　ルマ　ソ

ン処埋して馬を免表して・・るバ、投与量を多

く勃と麻痺桝あらわれ、・ヤ1（ぼ焚死しr謡
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　　　　　　　　　　　　　　　　　タイワ・
ンづフ“うのみ％「ら’す他のコフ“ラ蓼もオ礼ノレくζり1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンによう璽，毒化、て非弟に困難芝極め、　ぞの免1

下原牲打氏・・こヒ・∫ど・・り、ト曽ソイドと弥；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5’ずろ兆（りをイFワ広すKiコ至らりかつブ（，・まπ

Kocholaty（　1り　68）みり　～；rインドコプラ及ひ讐ぞ

のイ巴の蛇毒を用v・で、　’ンー量一のメ・チレン肴一の存

在．．で亀｛・hotooxiギ1ation　Kよっ　て、不ラをイ乙を旧式み7て。　ま

アくう尺彗ら（1仔6r）3り・IJ：タイワンコフ轟ラ毒

～」、　ジヒドてコチオクト湧貧を用いて鳥不天ちイしざ

れみことを示回し衣。最近でほLauhati・anandaら

（1『70）36ノ久びMitt。・。ta。d七ら（1r73）β）

　ほコノぐノレト60iてよなコブ’ラ毒の不・うる！と」を．

甑み1・。

　このよう1＝グ巳ノ侵蓬1てよフてこれミて“1く乎子了」’

われ7く別丁ト斥・ノイドイピのま1てる目旬ほ、で

き御ぐり商・・力櫓の門門痢坑番柔釦看を製蓮

・ずう汽めに、喝を免疫すろ1くめの毛のであワ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

の毛あう．こ’とから、まだかリソの毒牲．バ残で

八ていろ｛のと）で．あ、れろ，

　このよう1て従来の別尻にあ㌧・てほ、

　　　　　　　　　1●
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！z

1（とえ塑誰イ平ぐ’不ケ分て’老午の看牲バ残帽べ

て・’て献あろ…フ免疫添柱力略嘉して・・マ；

と・・ら、それリリの上之コあるものと唱われ1
フ2。　し刀・し人1く質乞重力免、疫を，心えろ7＜めのト宍i

諭であろバ、魚看化ぽ特ド兇金匠あることバ：
蓼ホ●くr卍しろ。　雑旧来、の　ト穴ソイト”1コこのよ　うτ∫

余市を並足でゼう卍のでロτ鈎・つた，

　先．1く＝フフ”ラ毒1．（’コ致死】≦1子のイ也1て靖隻亥し】匁各

ヵ傭在し、吹症含煮の多数K壊死訳認めうれ
、無視で’でぬ孝・｝生の一つであうことを迩．へ・た

。　ケまて”のコフ”ラ毒｝一斥ソイドに戸鶏’すろ石砺〕タ乞

でIJ、致死因子ドついての7ナ放講でれブ寝死、1く

っし・て置」左こく1角弘凌へられマv、rJ：刀、71ヒ9　しカ、レ

今疫ぽこの壊死ドー）いて毛検討すう’オ要バーあ

御ぐ・タ総・獄と1て緒までこの角弥病勲く

減日しk更鹸報告刀・’ケリく、ぞれ名筋肉内匠

身寸i＝よる　も　りて”、　吏族祭のコフ”ラ岐庭，落煮1ミ見
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うれう竜のと1て全く冥τよつア（．もって”あフμ．

こグ）よう　τ」三二由ρ、ら、　局荊「メ寝タヒ，1ζっレ・’てオ4こ言寸』

を加え汐ため1く1コ、　3ず適当rJ実験方払・を用

発すか丈票別あろ。素瓶ぽこのようσ観、ζ辺・i

ら、吹庭患殆にみ5れろ｛の匂三面な病黄を1

ウすでやモルモットK再現すへ・＜画曳を試ろト

rくとミ：う，　4多ξ1く述へこ：うようiくそのあ「ラ多、を）包五ミ’

すこと刀・ぐて”き1く．

　そこピケ回σ実欧動物K，再チ見し7（局町豆油

の雁状につ・・て鮮しく挨討初・え、ψ・つ人捧

才妾種刀ぐて寿翁乏．ず」タイvフン「コフ“ラ毒ト’氏・ノイト“を

言譜千すろ衣め1く、赤，レぐリンによう無毒イしの

斜牧がその致死あう・・1踊所の工農死1嫁卸す

わ才え琢姓についマ挨心した純采、、雛豪に魚毒

化でれしか回心れ衣免疫原性を点すう∬ど、

人体k《・弔すうこと〃ぐ期待て髄孕うト茉ソイド．

を作ること1くべ功レ、　且つこの画究にかかわ

る一建の曳軟・・ら2，ヲの新知見を得1（のて”

ここド報！皆了う実茅ぐ・あう．
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．第一章　実軟教料《ひご方広

　1つ　コフのラ孝　 ♪：東玄壱…孝そ」：線ざ珪へ一1kタイフンづ

プラ，組心友〆精製．＝コフ6’・コト舌シン　（C・b・・t・xin）

蓬用いた．前看ぽ日本蛇族学術万暫呪所よソ、

ま汽復冷雨縞碓医学院の楊敢才学より分与
さ・れ1てrしのて”あろ。　これろの三蓼芝づ一遍vコ・プー

ノレ・、・けを含む1ん即ン酸緩所食虚永『 i

PBS）て“、粗毒に「1％（1σ僻し号／〃しZ）

、　コプロ1一穴シンぽ0■〆（’仇多’／％乏）

ラ彪「ヲ夜とし，遽べ，・1（よツ不ラ｝各4勿芝ア余’無し1く毛の

を用いア（。

　2）　更．駅動物1

　イ）マラス　致死ラ訓生の専心1（，ぼ体重／4～．

　　／79のDDY系マウスを用・・μ．
　・・）ウサギ　免疲を行τ」う日的1（ぽイ本実2，5

　　00～3、・o・3の毛の〃qヨ・・られ、壊，
　　死’・蘭づろ更験1・1」3．…　～4．5・・

　　3の人でい白色ウザヤ”を用いた。

　・・）毛・レ七ツト　免疫1・’」3・・～3508
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　壊死をつくろ目的の場含I」450～よ5
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　　グ8の気色毛，レ．毛ットを用・・1〈。

　3）　＝薄曇・甑鯨こ　マウスK対’すう致死妬柱、ば

毒ラ各液を乙倍賜予恥く弄全して、その久惹倣£’

を体重／4～／78のマウス4匹ずつの腹腔’
1飛に強射し、　乙4瞬周獲：K庄死を判足し、最

ノ｝・致死量（「＞1ムD）詮7〈1；エナ。％致死量一（4・

Dぷ。）を計訂し存．ム’隔の言鷺iまPeed－Muen・h

法（1タ38）lo）によつr〈。

　ま六ナ裏毛．についてにr尺兇毛し7〈ウサづピま衣8ま’

毛・レ毛ツトの青丹皮膚K3¢下聞簡の広ぐK
マジックイシクて“ま泉を才南穿、　その’ケベ・’老降1〈毒

素ラ落」荻の久乙観ノ之を皮】：月ラ左身卸して、　動あぐざ珪し’

六病変群の縦及が損の綬を計り、その乎均但

で人窒でを：麦め・し在。1＞ど’要あb場倉ぼ’動物を

麻睡死で《、皮’ ?�nサミて・切断して剰ぎ取

ワ、　フびラス・・i葺ゴ1く元、の犬ミrくrl（なそ）よう1く張ク

付、丁て響応し斥。

　4）ポ1レマソンによる鼠毒化夕氷　無毒化

k薯すbホ》レマりンの穰度あるいロp日埼を検

討すP翫蕎Kぽ、透析Kよリホ，レマりンξ除
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話し衣後の甑窮乏久乙侃更ずつ、魚脳K免授1
する7（めのト雫ソイドの侮，香イヒ・を調へ“多タ易’姦一i

1てI」・す倣zずつ乏‘啄のマウスの腹舵内K；

を恋心r」い授に縮化が完コし鳥のとし．i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ丁二．。　まア＜ト雫・ソィト・の久Z尻£をウザギの一息1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5都皮、瞬くラ圭射して、壊死・ぐて・卸」いミとを魂1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ri認・し．た。

　の毒素の縮添方ラ玖薙額（’93乙，’1
933）初心〆Y・ng（門65）23）T」と・の方．

痂（孝レ、訊を塩彬勾てよフマ矯製し作。粗

ﾄ旨・瑚／帆£にラ鰐．

し、ミの捲救1い郵型訊を（鼠紙）ぎ加えて6

0％・飽和とすわ。富岳周斌置後、愛染蓮へこし

てヨ火、；；殿を除去L7ヒよ矯1＜、　でら～＜刃瓦妥を添．0セ

しマ　タ。％咳包染、とレ、　看一〃ぐ’1遽，・ヴしフヒラク乞…澱を薫．

卸κて㌧捲解し、ゼ，レ・コーズ手ユープK滋め、

蓬1矯Kぎつて顛1塩を行ワア〈後に〉東鶴卑そ’縁して

借蒋レk。

　6）毒素の蛋一白看の剰是　Mi…一K」・ユd・h・法K
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よつ1ヒ。

　7）％降ト宍ソイドめ製玖　2各量のトヤ．
’ノイト“ラ庵一ラ反1＜1宕一重の0、／48【ナ孟イ乙アルミロ

ニ・ウ　ム　（　，41（ン£3、　6Hユ0）　を，カロ　え　て　よ　くコ覚イ半一し、

〉欠K1司じく1疹のズ鴬遁麦づ’トり・ラム（IV久，3　PO4一・i

lユHユ。）を加え、F㍑6、のく砺ヱし、最倹1（・

防属都として手心・コサー，レを久・／％1〈加え｝

た。こ以降ト雫ソイド1奴1qま蛋白量に：

してる帆5湘当のコブラ毒とアルミニウム！

噂刀慮3れて賜う。
　8）　トキソイドの．祇羽十試献

　、イ）ヌ乞下方ラ玖　イ本々30061ね「v・し33Lo3

の毛，レ毛’ソトに初回ぼ〃汐飢ノ（〃、5鰐相

当の家号毒を配達・）を箸量のフ曽インドσアデ．

スノぐントとともK灰下ラ圭身守し、　〉又4支一〔r3遇尚

で漁てい’アジニレノ’ぐント‘をくi≧ユf，；rしヘト雫ソイ　トいを。、，

よ　処　乏　す”っ　2　回、　　／　槻　ノ　ず“っ　　1　「匠］Σ皇一ヵロラ…茎身寸　し

π。オ出血1」最選冬匠射刀・ら！4・日目に・▽月蔵穿刺

によって行rJい、　5榎のモ1レモットの」四境を

混含し倉毛のめ抗毒素価を測足し7二。
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　ラrrギを用v・b廃合Kぽ楼’・董2．、当ヂないレ5・

賜のウザギを前と，観薬方玖で、ト幾ソイ・

ド1帆£でっを3週蘭漁で4回災下ラ左射し＿
耳欝脈・・ら裸血して血備を介離し、杭．致死緬

及〃ぐ旅壊死価の場面乏行り・7く。

　ロ）血中が詞壇：家のラ則定一　杭致死価は血境1帆

ノK一是の：毒：’量を倉τ・粗番ヲ夜〃．之よ侃ノ，を加

え、室ラ凱d碕蘭放置挨、ぞの〃す尻又（血：

矯久4’飢ノヵぐ含ま承う）芝マウスの腹暖・内｝（

匠射し、之4時鴻後の生死を観察し7・．この

場含毒煮孝の希叙間簡ばム4権とし瓦．文寸魚

のマ・ラス1く1」血看のハわワにPBSを用い7ζ

。心慮死伯ぱ影面0、4例えの中和し論調量を．

最小敦．死量あういぼムPρのづ音数こであらわし

仁。

　杭壊死価の劉之ぽ白色のウすや“を斌託バソ

ウAで脱毛し’、血矯と一定量の毒柔を含こ・正

善寂を薯量Kラ昆、含一し、望ラ量にノ時閥みいrて夜

｝くそのゑZ例ノを／匹のウゾギの肯減反内K

蘭れ、2ダ爵尚衡波膚Kイ回れ7く濃死砂
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の縦．友が横の佐を測り、その．乎瑚値を、求●めz

匹のウサギの平瑚イ直を癩死の太ぜでとレ1三。

さや翼7のウサギ’Kl証：血ラ秀のイくり1てPBSを用v・・

r＜。

　ハ）心妻動物のフフ“ラ・毒1＜柔寸ず3）協4卸貧乏　脱・

毛し衣免疫毛ノレ毛ツト⑦幣阪内の／ケ和丸

一史量の粗毒を泣射L、物生死≦姫碕葡1て：
観比すう左｝司知て挫射細叙てイ静られみ壌死の1

夫さざ1てっ・・て毛測足した。

　免夜ウザでの至心Kぽ貨笥〉皮膚の2．ケ所に

一之量の親孝を皮内輻射して、て・3k磯死の

大ざその乎均値を求めうと、司昭1く、花の免喪

ウずギKI」一是量の毒心を緬肉内K乱射して

、　その致死防御熊を観毒した。沈碕ト雫ソイ
ドてい）乏」疫．しアζウ’ザ宝“1くついて1ぼ、　着先、有1箱】く組

番攻誓を行イ」畷死材御効裂のみを観豹κ
o

　曾）　賄裡組≠叡学鯛挨素　コグラ毒を泣面し

ブ渦戸ケの痴埋組織学的所見を畜謡うための標

本1ユ、更鹸叡料を／・％（ヅv）ホル〈1リン
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Kラ更・すてイ界蒋し、 病多里切片1ぼヘマト穴シリン．

・工才ジン孝色を行τよ・π。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ξ／

　昂二章　 タィフンコブ’ラ毒K．よる致死及グ

　　　　　局所感応K面すう吏敏成填．一『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　1綬K命索の感作弔とレてば、紳経巻存吊！

碑語序用・釦三夜釈、鋼且工あういIJ皿液〉疑固促；

lヵ・しな・巧ミれらの毒焔胴を言論すう者成…

分Kつ・・てほ、鴫らかにごれて・・ろあのぼケ1

σ〈、刀・フ毒蛇の専心Kよってそれそのれの巻

K含3れマいろこれらの成夕の彰ll倉・ば、ヵ・ば

り翼ワて・・うため、こ水らのイf吊の．うち．のど

幽必死と・・ラ現象K漸う穴卸」劇響を与そ
Zgo、1くつv、て唱｝qら 刀、1くすう二　と1可、　一禽斐こ臼勺1く

ヵ、　でよ　り　1劉難　てい　あ　 ろ　。　　し　刀、　し　タ　イ　　ワ　　ン　づ　 フの @ラ　　て“

は吹ぷ急名刀ぐあらフhすり畠床，所見あうい’ユ陶歯

更1教σどの鶴：果刀・ら、　主TJ獄死凶守である：：コ．

プロト宍ンゾ斌単離で乳、3衣一方ゼぼコプ

・ト㌣シンとσ関休なく局和て壊死を起す因

手のあ否こと姻鴫ら・・K4れマいみ。
　エ　　コブラニ毒＝の：致タ乙イ手；樗ヨ
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　本六角父ぽコブ’ラ毒の致死作用を歯寒釣な、麹

ヵ・らと弓え、旦つ善の蒐ぺ経涛の相違によろ，

差素論を鴫ラ刀・Fすうこと芝自噴とし7・。

　コブラ粗番をリン酸ゑ麦種さ・食プ壷永．（pH　7、0）

で番解し、〃記侃ズ・拍て7侃こβ（5・％致

死量）ズほ10〃t乙3（最小致死’量）を・含有

ずろ猿度の望・∫るユ種の粗毒ラ各駅をつくう。

ぞの組…豹煽夜の〃．2例ノをそれそ“・れ箭脈内、

撫姻、紬内の経路て㌧群4匹の．ぐウス1て’

庭射レγ二。善芝躍射後Zれらのぐウ入り些死

を驚粗葉に親象レプくべ断てつ・・て述べろ。

　1倣ノ民の毒量を蜜蝋細；匠射レτてマウス

でほ、莞射役ユ時渦以1月K3匹ヵで死愉し、残

りの1匹も4・時間以紬て死醜し斥。ヨ汽501

％致死量の毒を疫射した｛のぼ、2時閥以内

K半数のユ匹バ、4時簡以、月’てばさら～一匹

バ死寵し丁ミバ、《りの1匹ほ以復元気を回復

ごず性蒋してい斥、震に／倣ノ民の毒量を腹

勘和こ完射し1（群のマウズI」ユ碕間以1和く企
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〈死七した。よ・％致死量でぽ広射役2時尚

湯の観景面て1鐸数の2酌耽七レマ疎ヵ丸
、残りの2匹ロ粥魏序K耐過した。ま歌静i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳㌣螺し穴瑞含も司様で、／恢Zκの寿量i

を疹射し衣群のくウスば三綱ソ犬内K企てカゾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

はユ蜘笥ソ欄1（4匹中3匹姻死亡し㍑ぐ、残｝

りの1匹ぱ以倹の観象K炭て宅死七しη’カ・っi

六。

　との成績・・ら匠鮒毒量や症身樵釜路の々・可を

渦わ・ザ、死セ すうマウス1ま含て控射イ灸4爵蘭

蝸摂いう矯・9綱ぐ二七し、ここゼ惹虚ぼ
していで晃・生残』つた動物ぽ以イ灸すフナやヵ・K回・

復して生耐をとレ・う曇昧あろ現象ヵぐ明らハ

1くで武π。

　五　 コフ“ 遠ﾅの土姦ラ乙イ乍）劉

　この実之辱ミはトマソイト“｝（よる致死重方雑Fの7ナ

f菖デ．壊死紡御Kつ・・て毛族旧記・えう7く
あ、咬症患看Kみろ琳る壊死と】司漆系な壊死、を

曳敵動物K舟現レ、その柱択を朗ら〃・】てすう
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ことを「巨』も℃として字「『f∫つ7三。

　D　面向経函丈・が局所壊死の玄を鴫鮒1負化

　・す呪3ある・・ほ／汐倣3の審を飾1菊内や

細魚く鵡れて一織姫涛Kよう局所壊死の層
差益について検討を行f∫つμ。身心閤ラiL射を’

4窓・rJつア（ナ易ノ｝、　タト考予刀・らの量見象で・ば、　皮ノ強表’

面の1磁化ほ恥く見ろれσ刀・マ衣バ、匠射導位

助瑠駐、．踊画面1K椥てf懐しτ〈色．
調の愛、イ乙力ぐ認・めう4Lうに・すミ“丁∫ハ？1三。　：皮内

調寺て憤皮膚表面＝ラ娩榊1鏡・弥竃・として、

1脇K迩v・健康却との面恥寸ぢ瞬倶感恩刀喫・

めら餌・，～の古謡1算亀床報告例影財ら’ζ’

よう調査函究Kお・ハて心見豪（r4へ衣ψ欠轟急箔に

みら4回忌」寝死と画嵩イ》人してい7三。　よつ　て〉ソ4気の

窃免1て鳳左に反1月ラ左射か∴7剰v・うれ1く。

　1帆5の虚血をウワヤ’の寒心反、和くう主賭し

て、肉眼的感化芝姪晒的K観心、しτ賊ミク、

）尺のようrJ愛イし刀ぐ観・められτく，

じめ反膚の表く動ほう装柴色を塁ずろ。　これぼ時・
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間の経過ととも尺次期～て菰人すう。盆心後1

噺蘭で1まそのヤN’部ぱ苧黄孝砂色書（変κして

、直径ηぐ／4飢帆程度で境界ηぐ不明瞭．な）同形：

に近い病覚塞ぐ豹つ・ぐら恕しマいう。　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　凌射役5涛間でぱ色調ぽ／日寿1副俊の状態泌i

l到ゴ叫びであろバ、腫脹1ぼ瑠太レて．吻。　｝
　注射夜Z4知念1くなうと病麦部含俸バギ重1

薯し｛ヨ色とr。「り、　寸フヘゴ・吾令ε」ネ白色1（更イししてv・ゐ，

．腫脹1姻夏側静ドそってギオズK下重してv・く

θ

　泣尉俊48的間で．ぽ壊死静の周辺ぼ細）・赤

色の　ングn顧れマエ串静と℃目瞭に凶介ざ

八な。壊死部副五ぼ慮外バ茶褐色1て亥イしして

いろのかぐ観察ぐ必た（戸ず3．7）。

　ヲ主射俊よ・日『目lqT壊死榊，全・体一刀ぐ茶，褐色ドrJ

つて、周困の健康部分よりやや陥没していな

。腫腋1籔威退して軽度とσろ。

　10日『目でほ癩死静ぽイ建旅都イ立よ，〃・r∫ワ

陥没し、　色調ほよ日司ヒ愛らないが、蔽賑ぽ
，至こ一く1ヨマ更して　し、ゐo
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　／4日日に1」局所ぼ罵褐色を星し、痂皮状：．
で’）謁1司よ　り月読痴一しつつあbのヵ“多冬めら　れ斥，

　～のようにしてウすギの皮劇てつくら才しτ・i

局アκ壊死の経崎前業イい証、毛｝し毛・・トを用・・．

　2）壊死の病埋組織隊的喪家
　＝7フ“ラ毒の粗番300帆こ2　を・ウづ’づビの貨’；

榊皮内Kラ左射してZ4爵尚俊K動物を麻留死：
でゼ：、局所病垂：をr病裡組ま識：孝納1て観心したと

こり、表ん路縮し．て、表皮和て好・ヤ尿の下

局的参渉・刀吻られた、友下～証一般K氷腫牲で

次1てま〃・託し3を箭1郊和てラ左身言し衣例釦」

骨格筋層の筋線維の融解酸死とゑ・勲紹電1て妊や

娠の参以バみられた（F16．　『）。ミのイ也2・

・侃こ3ξ毛’レ毛フトの皮内Kラ左射してから

ユ時尚俊の坑較白搾期の組織変イしを調べτ・と

こう、餌組織1鍾二い筋線維の表イ貝・1てM、筋

柔磁いkて課と・」・て・＼て、二二ほ細働」主で

あっr二。個々の箭ま泉ゑ佳KIJ、硝手甥《，亥か生（羨疋
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愈薇）家処1てよつマI」編瑚1象刀“認めら八I

r・。これらの標本のいつ“杓・尭西金」左ぐ認・｛

めうれτ」か・為。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　looo帆。2，　30”卿じコノ　／””呪i

三和（ユヵ所（1…　　倣63ぽ別のウ亨ギ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

を　用v・　て　ノ　ケ戸！「　のみラ主射し　k　）　ずつラ主身寸　し　て　1

、　｝裟死石多成K　I文要ね「最ハ・毒量を　爪　あ　1く　と　～　．う

、表2’て示しkようK1・・一3・・例ぐ」：
の家昨夕を・〉ど要とす・うミと．iフぐq月’らか1ぐマれ1（。

　♪知てウサぞを用・・て好適鮒1（霰死の心心（r’

の愛化をラ則定．しτ（。　その鶴象1証表3に示ぐ’れ

1くようにラ土粛後i薦蘭で約戒され7く多裏　しにr、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫周・ぐ経過しマ兆その人ででσあ3リ愛らな、

ヵ、つ7「＝。　之の～とから　ダイフンコフ「ラ　iてよ　る

癩死σ毒の心入俊早期に勧威マれうことゲ判
評し迄。　このような〕起電灸をモ，レそ：ワトFつv・

ても言筑みτくバ’、・表4に示マれτくよ’うに、　ほほの

同bし成’矯バえられτて。
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　　　ろ感ぐ，髪力・生の比、鮫

　毛ル毛・・トを1群4匹とレ、毒素を／匹～ぐ
！．ケ所す“っ；災漏泣射し仁5各一毒二量に需ウろ士浸

死の人ででほ、4匹の乎均値であらわし衣，

ウザででこ」各毒心量をi旺にっ3ユ今世ずつ、

庭射して、4匹の乎均値て“示しR．豪鹸《～傾｝

ほ表汐に示ぐれていろクぐ、ミれにようとウヅ

ギでぽ、直心1・．帆船前壷の必死をつくろrく

め1て1ユz・・勉こ5の毒量を・ズ要とし衣力ぐ、

ぐれに対して毛ル毛ツトでh婦・倣りでほ
ほ「銘じ人ささの壊死バ励成で払π。ミのミと
ハら毛ノレモットの皮劇拉サギのぞ淑に式較

して、　コフ“ヲ・毒二1てiと寸して鋭敏て”あ1う　と〉尋4っ4失

b。

　5）　コブヘコトキンンの壊死三無能，

　組毒を封薫として、コプ始トキンンの壊死

袖成能を検討し杉，わレ毛・ワトほ／群4匹を

用吟て、組番及びコブ＼コトまシンの各回素量
を　：ぢ・／　々　の　毛　，レ　そニ　ヅ　ト　に　ヲ主身才　し　丁く。　　毛．　ル　毛　・フ　ト
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でσ粗番の乙D命I」之〃〃帆・3であっ7て力寸’
、タ覆死にrその1／4量ズ肉月ス｝震1＝鳶冬められτ二。　し，

刀・レ・」，妨コデ叫竹ンを細心し耗ルモi

ジドにほムP動1て迩・・Z惹♂勉cgをラ主射し1

プ＜例て・協、生存しk動物のいずれド｛碕ら’文i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
化刀ぐ見られでよ・カ・ツ存（表6）。〉欠Kウザヤ’1（1

比翼，として3・・勉ご3の粗手を、柁の抑位：

～＜一之の孝量のコフ始hシンを／ヶ．所窪射

し、1群2正ずつを用v・て挨．討t斥（表7）．

。ノ・・姐。2以工のコプロトキシンを注射
しkウサギほ含て死亡し1（が、生得すろ3正

Kついて冴ろ・ど、底豆齢主’射し汽謙位に1坪

均！3直貼の壊死バみ6れた’凪コブ・フトキ，

シンを疲射し仁幽和くσ全く翼弟を言《・、めτ∫か

つ斥。

　〉笈にコグuトキシン／乙汐飢ぐ3をモルモ

ット忘年うサマ●の皮内1て法射レ、24時周後
｝く病狸組ぎ1哉学白9検索を行fJつ1く紬衆、　いす’5れ

叱患聯の皮下組鍼1聯層近くに氷山が認めら
れ丁く外口巽弟，バrJ刀・つ1＜。
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　3ア（ウ亨ギの下腿筋1胤勺に民国量’て近）・コ

ブロト穴シンよ・飢¢3を躍射し飼多魯1で罵、

筋線維の闘K永灌が誕めら細くだ、プて始線姓

にIJ焚化ヵぐ言《・められrJかつμ。

　　　　　　煮　累

　まず“タイフンコブラ毒の致死作，刊1くっいて

芳景を加えうと、翻畷死量あう・・1話・％1

致死量の丈量を注射されτくマウス凝、孝量や

油鼠経洛の湘違1くσあ設りカ・カ・わり羨く’、注

射後綱画面く死面し、こ～て憶奏和」しセ

いてか死をま勘焔衣動物q、以後漸沢症状
が頚退して元知て生ぞ綬、ケろ現象刃ぐ明瞭K認

めら淑アく之とから、致死囚51」毒の注入復そ

の毒痢郡趣あて短い蜘筍内K発揮レ辰碕
蘭に及応ぐ持、続イで用は：持・つてい鳳．い之とを示ず

言詮拠で為ろう。　ミのようτ」萎套イ‘F）刊iゴ％：殆の芸蚤

馬灸でぽ　タ　イ　・フ　ン　づフ“ラ　毒　のノナ　τ♂　ろ　iダ、　　イ　ン　ト“

コブ’ 堰@（Na」a　na」a　ra」a）　　タイ　コフ“ラ　（Na」a　na」a　kaou一

　　　　　　　　　ノ
thia）・　フィ　1）ッピン！コ7“ラ（Na」a　na」a℃hilipPinensis）

1く　工・　v・　て　　・＝も　〕司　才牙く　て051戸）　り　　7ヒ。　　・こ　の　　ぐ　　と　IJ　ラ《　7啄　
の
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コ7“ 焔z轟，選備のうろ、不勃婦死命しrく斗

のの多くぼ飽易後面い面笥1和（死心していう

の毛、之の様f」善作如くようるのと恩われる

。

　　　　　ゆ　♪欠1くウ　づ’・ヤ　及、～クこそ＝｝レ’毛一ッ　ト　を）重い’て　一身、ゾqラi乞層

射によってつ《ら撤タ襲縛の皮膚を条寒し；

て観剰ると、物愛化1嫉層のけK限ケ札，
ており、懐死部と齢すう貨祐鼠層Kほ及んで亀’

いτ∫・・。箭肉1飼主射した易念1陶画殆証ラ鵡ギ

老済イ立のこ事く土語らオし1（筋）肉，層Kのみ葛蔑められ・、

皮脚q詮く及’んでいτ∫かつr（・．≧船鉾埋

組織軸励見1（よってむ面癖ざれ為．乏の尊
更ヵ、らコブラロ交直i（ようノ葡所の，裟タヒ．に〔2芝ン倭壊

死であbと君えられる．筋肉内衣射によう壊
死にrこ“く予艮られrく匂～分i＝Lカ、お3丁』rv・～と1；r

、筋壊死バ広範1瓠に及、Sぐ訟血寿生蛇毒1＝よう毛

のとぽ、　カ・ばりル生繁を翼1てしている。　まrくノ＼

グ萎など’の歩乱心1て」〔ろ壊死ドぽ、　’更らず協咳

度の劣・血をイ甲っていろカぐ、　コフ”ラ番のナ二死巣

に1；r歩重皿刀ぐ乞昏められ可いのηぐキ奇夕教で’あフ丁く，
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この～とから1コブ’ラ蕃にぼ乱文をイギ、わτJ’v・ナ湊、

女乗釜バ蒋在すろことが’示唆で払つ。H・mma及、
びTu（日71）切はタイコブラ（N。」a　na」a≧a。U－i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
thla）及ひ｝’ヤング亀＝コブラ（Ophiophagus　hannah）　の毒を　，

い貌とから、コブ1
ぼ碗象であろう。揚承才受1くよツて冷離でれ1冤i

タ　’イ　フ　ンづフ”ラ琴ヒの　ゑ夢τ＝r致グ巳）i瓦チ　て“あ　る　．＝コ　：

ブヴト決シン（c・br・t・産in）　1こ1ユ琢死イ旨吊が～5と

んど認められτ」いことから、コブラ善によフ

て起う壊死馬前て、コ．ブ・クト噛ンンとば別の

因各て“あろこと刀・ぐ才佐1刎1で4へう。　コブラ老r，牙の’

長　　・ざ　1コ：ノ＼　フ“（Trimeresurus　f＝Lavoviridis）　〃・ぐ　∠　へ’　え’　0　〃t

認ノ刀ラ刃“ラヘビて℃路／4厩ぺ！厄あ

みのに対レてタイフンコブ’うのそれ．1」3一〆

夙堤瑚と非輸（短）・．この7くめ更包隠交場時

1て尋ヵぐイ本内K亡くラ左）＼されう再能ノ｝生ぽケrJく

、皮千組織：f」と・表勧生の欝・姻くイ物知すうもの

と）尋士・れろ．　輿予祭のコフ“ラv多之～症患・，％1く多ナられ

ろ壊耐，限砲主で、煮掴生であ多裡・鍋ミこ
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1（あろと看えられろ。　広髭風K亘う士必死・を起

しrく患老の例て“I」、人面の毒バ注入ゴれアく1ぐ

め、腔脹に・伴フて＝毒ヵぐ拡！鼠でれ、1、広画風1て皮｝

膚壊死を起したものて点ろう。これI」ウサキ∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
毒量を五射しτ婦のの・釦て1両月重賑姻腹側静：

るrしの刀マερ～ろこと刀、ろ毛凌ミ｝、イ象、て電’ミ歩ろ，ρ

　　　　　、〕・　才乏

　タイフンコフ“ラ毒の致、死イ諺用1で＝フい．てマウ

入を7葎7て豪取《：傾を夢幻すると、7勉・5

（乙D訪）あう・・1コ1・旗3（図ムP）の．

毒量乏泣射レ衣場含にば、躍身権：量に’」関徐

・」＜忌寸内5r・I」腹脚泣く粗毒を庭射レ斥動

物の）ろ死註し斥毛づノ翫塗て2日そ聞以内で
あ・τ・。重六筋肉内疲射による毛のて巳’I」、人

砂分ば2時間以1持て死七しτ・〃ぐ、4略記猛度

ノ疑蒸律脈亀の払落チ認め弓れr・，こぐて㌧発

御」して・・て姓でタやr動物’蕊・・破〉輸《
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回復して生ぎ純げ仁。　すなわ5この夷鹸Kお

いて毒の匠入を受ヴk動物の珪死I」、毒量や

注射経路の二三1・I」あ3ジ才匂うずに、ざの捜

非常1（短噴間内円く訳是でれなこと刀ぐ直る刀・1く．

ぐれ1く。

　ま1＜ニコフ腸ラ吹表遙・！看！く冴アら轟ゐ局戸庁壊死と：　．

尚蕎イy丈しτ≧亥二死，をコブラ孝の皮1メミラ主三寸1てよフてi

、唇易に実．験：動物1くっくろこと刀寸でさた。　こ

の吏・験によってぽじあてコフ”ラ毒1くよう局戸山

壌死i・ついて絞討乏加えろこ肋・・訂能まなワ

κ，

　この艘死1婦艮局牲且っ表在牲で層、皮膚あろ

いほ皮下組織’の壊死バ主て”筋肉層への影響ぼ

ケロハつr・．3斥壊死ぼ毒の匠入夜i～2時
閥の卑・・歯豪く冠履し、広言臼粒ないこ乏

バ特徴であろことバ，病狸組織学的1て明ぢ〃・‘

ドゴ躯1く。

　神経毒二分として覇製でれたづブ’・クトキシ
ン　　1コ1　壊　 タ1乙　イ乍：　｝刊　　を　　才・毛「　つ　　て’　　v、　　ず。「　ヵ、　っ　　7三　ρ

　直径1・帆帆経度の病変をつくろのK’ズ專
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な1粗毒’量ξて最・トタ寝死量としたとで、　ウづ’づビズ

l」およそ2・・飢¢3．モ，レ毛ツトでぼ50
仇　 （し　　3　て“　あ　 っ　　1モこ。
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　茅三章　 タイフン・コフ輔ラ季の黛，香イ乙に棄す

　　　　　ろ更鹸成傾　　　　　　　　1
　琶矧ぐおワろ毒蛇改轟女面の卸急な数詞ε

杷オ厘することIJ極めて難しい力丈WHOの統；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
計によろと本間の死亡数数ぽ、3・，・〃・一i
4・，・ク・人にの鵬毛のとオ餓さルしひろi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ東南ア三ノア1く毒ワう毛のであ1）、　なかで｛、

インド・パキスタン．・ビ1レマ城方1く多い（
Swar。。P，。t　a・．1り54）15）．’

　このような多数の・毒：蛇雪交庭，落須K業オすなラ台

廉用：抗重旦ラ覧をつく；う汽め、大動物の免疫ヵ・ぐ行

r」われてい一寸、蛇蓼の持つ強い｛卸4の汽め

、免疫の途・ヤで動物バ死亡すななと’馬、多くの

困芙雀ヵ望イ平うことにrよくタロら才していろ。　～とに

＝コフ“ラ老Fて“免疫すう土i易右＼1て1コ1この盛覧：oぐう柴）、。

ぞミでどれまでに纏々で」わ虫乞蓼のトキ＼ノイド

化の研免ヵ蛎r∫われて穿心配最近開発され

汽・＼ブト雫ソイド》）D」・・ザれ晃病足すべ雫

万父果コ」得られ丁，τかっτ（。　特にタイ’ワンコフ“ラ
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善1ゴ木ル〈リンKよって無毒化でれ難く、孝
ラ后撫て3％1（わレマリンを加え、／・・o¢で’

加熱，すろ方面などバ畜祝みられτく15ど’であっμ・

。そこて％老ロオ・ル〈リンKよな黛，蓼化の条

イ肺ぐつv・マ玄イ細iく調べk肉～績｝てついて述べる．

O

　D粗毒ラ落疲のFHと無毒化k要すう赤ノレマ

　　　リンの濃度

　pHを7つに疹ヱしたし・沙の隠魚ラ塔赦K胤方

赤ル〈リン芝そ承ぞれ〃．4ノ奴，．・・／ノ　〃、

　　　　　　　　　む・よ％1ζ加え、37Cに豚ぢ冠がら鼠蓄’化の

状態を調べ7く。更山べ績1」図灼く示ぐれて・・
ゐ　刀・ぐ、　ホ　｝レ・マ　、）　ン　を　　〃，4∠％　1くう魯刀ロ　し　た　毒ラ后ラ夜、

の執生ぼ、ホ）レマりン黍駅前くぼムD乙。カぐ7．

3帆（9で、ラ痛づ夜一／飢2K／290ムDあの
語論バ倉悟れZv・ア紬のバ、ホ）レくリン希加

紅唇日で32ムD諏ノ　すなわち当初の番・性の

ン46・，に減ケし、7日峻ドIJ兇左に無，毒イ乙

されτ・。♪ノζに久之拓のホ1レマリン穰度て”ロ無，
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毒イ肋ぐ・ヤで亘れ、わレてリン黍加7日復で毛

lo乙P諏の毒避〆残リ、14・日後ドようや
く筆プ毒イしすうことη・1ででτく。　こ．れK心し．て　オ＼

ルてリン濃渡バ〃、／あ多・・ぼ〃汐♂グ・ゼσオ・

ルぐリレを添加しず」．燭薫と）司嶽1く∠週後てド

竜蟄毒化しぐ生なかワτ（。

　慌て〃．z知てホルマりンを倉こ・1ヅ・親潮塔：

疲を1N巌oH及びコNHc父を用いて．州がそ・
叔’れ♂．・，6・・，7、・，2，・の4・種類の毒

捲寂をつくり、37．Cに保ろ、前と1司じ方量

で伽袖℃1＝孝牲の麦化を雛評しrく。夷厳コ成績

1ユ図2にヨとめられて・・うが、州8．oの毒洛

夜の訓生11ホ，レマリン添刀・後又日で1・ムρ

ナ。すτ」わち1／り3・1て城’動レ、’日狡1て1π無毒

乏　τ’∫　つ　τヒ．。　F月　7．0　てい1丁飽毒層イと＝　ス）ぐイラや　．蓬凌へ一　7　日

4麦」＝　1；；r　／　0　乙　D訪　 に　丸く’ケ　し　1ヒ刀ぐ　！∠ト　日　イ貧て“こし

ぼお晃〆全にほ無，応化（rれτ♂かつ戸。　セれ’て対

してpH6、0ナJv・し5L．0の善う落ラ良で1；「：ホルマリ

ン∫恭・加の当ゑOIJヤヤニ毒ふ生（りイ三下刀ぐ言冬められアく’

刃ぐ、3週以後σ毒姓の城ケ1蔦《・めうれす”、よ
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週4斐　てい」も’≦ぎフ毒イとニ　カ・くンナ　ら　、4ヘープ∫・σ、　つ，7・く、。

　い・しその’よう・∫場含でもホ，レマりン濃度

を、曳くす脚で篤毒化を促進でゼゐ．三とがで∀

K。す球わちP日をム。にイ者、つτ（毒搭液1て〃之1

，徽，・、8熱くホノレマllンを添加すろと、

・詫あろいぼ。，4グ・の穰度でI」無毒貯留困難唱

であっ斥バ、永，レマリンの脂玉を。湯％にあ．
1ゲ’る　と　5蓮L復1くジコ：蟹ノ云イ巳すろ　こ　と　η・ぐて”で　7’く　ぐ

1郵3）。このようiくコフ“ラ粗毒を永，レく7りン

で処狸すう場倉にほ、親心救の州あっ．・ほオ、

ル〈リソの濃度ヵぐ、部・6とゆ鍾二化の鄭重バ厘

ヵ、くτ」るこ：と刀ぐ唱鬼ら刀・L＜＜￥れ7く。　しρ、し・、ず“

れの場、合て紬親毒を用い7自証リ釦コ、無…齢乙

の・ヤ遽ゼその捲疲・ナに多景の省色の死動物訳

あらわれろことηぐ特徴的であっ7（、

　3／（このよう1くして蟄ア毒イ乙1＝より致死毒か生

を失つk毒心〃謁例ノを脱毛したウザギの遺

掛勲和弓主射して、24時周後1て疲射殉所の

織学的｛（毛コブラ毒1＝よろと児われうよラな
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4再等の病i芝をrし言細め％「かつ7ご。．．これ1く反して

赤ル〈リンを無力・し亨い毒裕疲の場倉ドは径

／8侃飢の軒型幼で∫壕死の発生認みとめら訳
／く。　こ、れらのま舌果．からホ）レマリン1てよるづフ”層

ラ葬の無，毒イヒニ1くよフて、　致死イ重用7二ぐワて”びく

左回局所ドみられりナ嚢死作用をrしおマえるミ

と窟ででた．。

　2）コグロトキンンのホ1レマリソドよう無

　　　毒♂乙

　♪欠につプ’、づトキシ・ソの久／ノ・番勿支にオ：ルーて

りソを。、ま7’・1て，クロえ、　P月7，0にイ参ヱし、　3’7

0（し1こイ添ち写騒ぐら1威毒の）1ズ態乏蒐甦薯、し7（。対躍，

として1司ひ嚢rカ’を示す肇L毒の1ツ・ラ砦ラ孜．を別い

μ。更完成緬」図4に慰豚て．・うガ、内毒
ラ穀疲と二も1く1ユ1ゴ｝司じメミ三期て”7日τ∫v・し’o日

で、無恥乙がえ5し1て。しかし対薫の組毒旛疲・

l」オ・1レマリン禾加瑚後K多量のラ彪殿桝生じ

τく！＝馬刀・o・わらすい、コブ＼コト穴シン旛疲．ドぽ

沈毅ぽ3つ1二くみ弘kr∫かつ7く。

　3）　アミノ酒隻ラ恭加掴．毒のオ、ルマリン1＝よる
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　　　無毒イし

　前述の裏鹸結果ヵ・ら粗毒ドポ，レマリンをラ条

ヵロしτ＜ゲ西面＞1＝生す”うラク乞：諺i気，身切蔦r、　タイ、フンづフ”

ラ書の致死，恩貸であろコプ・コト穴ンンノと1；r関

像の・」い別の物繁て”あると奪えづれろ．し・・

レ＝コフ“ 遠ﾅド1α蚊タ乙》ゾクトの毒一λ・生1真弓z・ぐあうの

で、毒素の一著戸ド如4を打・らずよ、プリ玉池
イヒ・の．方ラ亥IJ、　その免疫原ふ生を・て♂3ろ7ぐrアオ貴）4っ

f∫いrζめにも蓮」プた方刀“よ、パ・ぞこて㌧笈K蛋一

白イ界ら隻剤と　して各三重のアミノ湧貧すτ∫・わろプり

シン，　ズルタミン項証し　アラニン，　アル舌“ニン

ノ11ジン、シス今γ友グシスディソがと咳希
加　し　て　刀乞赤気．の函嶺7を潅見，孝、　し7く。　そ　こ　て“溢れつ

のアミノ酸を〃，〃♂川＝混重し衣’〆・の下馬

ラ落夜ドホ・レぐリンを〃．ユノ・すち4一ポ日間断
で∠ト】亘タ粂か］　レ、　　3　7　9（レて“FHを　∠．5L　l⊂　イ斥　5　τ♂ρぐ

ら無毒化し、毒虫が合く欠われるの乏薩ハめ

K。夷：或声～◎傾ぽ表汐に示マれていろ〃ぐ、　20

日を馴τ撫蓼化の矯3でぴ∠グ廠塩霰塩
、　3尺ほ乙一アルでニンを含むラ餐痩にIJ兆降
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〃勿〃寸・生じrJ刀＼つτ（ヵ’ぐ、　ぞのイ也のアミノ薄書類を

希加しτ砧ので1護念て鮎勧・の姑鴫臼電痴て

多量のラ惣殿物バ生ずろの〃ぐ訊められア・，

　4）オ・ルマリン・に試ろ壊死寒気の無寿化

　ケまでぽタイフンコプラ蓼の藁｛’重辱f’致：

死ラ制生の蟄孟化について…し1；籏討しπバ、こ
、～て“1；rナ釣索、ラ名オ4－1てついて空乱！ぐτく。

　リジン堰Z湧灸虚芝　久〃ぷ凶に倉有すろ1ヴ。粗・
毒ラ后一ラ夜．（P｝→6．さ「　）　iて最ネ刀オ、ノレτて　リ　ン　を　〃．2　〆・

に加え、　以後＝5一日間ア端で3回ラ黍・ηロレ、　FH　6，5’

芝イ：牙、うて♂〃ぐ537ρ（し1＝おv・て無：i毒イヒ、し1ヒ。　・歯

々言渡をとツ透抑ミよフ祷，レマ　ジを除去

してカ、ら、毒ラ黛｝ラ夜1＝そ参ま↓kて》、ろi致死うる小生．及

び壌死ラ刮生芝刻心した、壊死ラ翻些σ看瘍寂の

0、2勉氾を月虹、隠しτく’ラ幽ゾ弍“の及1：弓にラ圭．射して

、壊死の懸魚を観豪しμ。

　致死ラ釦生ほ無毒化よ日影にぼその毒力I」ホ

ノレマリン禾加前の毒カド比べてレ分て低下し

、Io日目i＝IJI／看’了，　1ケ日目1q」ざろ1て、

ンζ7。に絨ケレて、2・囲iく魚巻イ乙1ユ彪了
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し　r（　，　　こ　れ　1て　文寸　し　て　士裟グ乙IJ　、　　ホノレ　く7　リ　ン　　を　〃ロ

えろ芽1の寒：且尋て”に［ユ5・0刎」己aで’1亘．4塗薫ヨ’0

飢尻の穴きでの壊死ヵ顕多成でれ医バ、鴛蓼心

気磁ハら2日目に瓜ぞの毒牲’」ハば，弓尋くr、r

ワ1，000飢。21て才目当すb蓼景で10．5帆
侃の濃死〃坊細脈。5周目Kむ．・て’ C趨小

室．の0、2例え（2，・00飢己3の粗毒K相当
づノ：う）で「7伽刎L，　ワ日自て“1ゴ（yらにぞのフくiき

ぐほ’】・でくなッ・てよ、よ例侃の病変バ言冬めら心し

1q（すぎ亀τよη・・斥。’3日目の観豪て●憶肉眼

的にぼ」震死と思われやよう面変イ乙ぽ全く蒋在

していTJ刀、つ7三二〇

　このような緩和f∫鼠魯イ乙の象件の毛とて“主

健，毒イし青4としてのオ・ノレマリンぼ、致．死因手の

みならず壊死因寄必疹易に鼠：寿化すろ之と刀や

でさた。鯉，蓄イ乙K）治しプて日数、ば致死活オ・生Kお・

v・ ﾄiJ20日て“ン）つ7く刃ぐ、 壌死，1；r13日て叩ヤ，

や短い日教一で1篤毒化すうこと桝ピで斥。

　　　　　　君穿、

　人体に尺つ知すうためのト鵠ソイドの余群と
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4ダ

　　して、ト茉ソイド刃咳婚な免疫原・｝生を係持す

　　ろ’文面刀寸あろことIJ毛5’うんゼある〃ぐ、　それ

　　以如く重富ゴ∫ことぼ、安全ハ農侭証するrくめ，

　　の毒の無毒化バ兇御＝行σめれr」ワればりら
　　ち「い　こ　と　て”あ　ろ　ク　先メく蓬直ぐ言さ㍉7ナ1く　色　 々　丁』∫　コ　フ”

　　ラ蓼のト裳ソイ1召乙砺概kお・v・てロ、ぞの・

　番雨蓋全に失わぜろこと1ユ非彰1て｝七難て協

　　つrくことぼすゼ1て度々述べた。ぞミで著看ほ1
　　太ノレマワンによゐ篤嘉しの魔イ牛・1～つ・・て診殉

一・ ﾉ検言忌し斥と之う、　タイフンコプラ毒の：質，毒

　　化1ミぽ，尋疹夜のホノレ〈ワン濃度及び’・rHパ重

　　婁で。「掌更穿’1を5寅し”てレ、ろこと刀ぐ年月づη・1てTJっ1て

。

　す・」わちホルぐリンの農度かぐ為・・鐸、ゴ7＝

pHバ中始り・・しアルカソ但11・傾く1詳ど、すみ

や切・1＝その評家と亡失わぜるごと勿vで5ア（〃v、

祓牲側（6、o以下）1て重くと箔しく遅才しろこ

とヵ帽彫〃コくりつ7・，このこと1コ・・口触て・・わ

いろτ」／；斉え名1て（£つ　て4・了で∫4つれてv、7て吏ζ鹸て”

ほ，薫留永や生埋／含唖氷σど．のよう1て乏裂衝作
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用のな・嘘夜・哺・・6才して・・た1てめド、痛痕

〃ぐ函蔓・挫にイ喚ざ、　そのために魚毒化、バ困難であ

ったこと晃一｝1蜀とヌ忽、わ4へろ。　しヵ’しこのよう

な余イ牛の差実バ、　ト・そ．ソイト“の才え、原画生に．と1・の．

ようで∫影響を与えろヵ・にっ・・てぽ、将来の研

究に待尺ね1ゴプ∫らσい．。

　次K粗毒でぽオ・ルマリンKよゐ無毒化が兇‘

ヨずなまで1（、瘍ラ榊ド多量の死引物〃論じ
rく．しカ・し揚敷後（日65．）23）1くよって単

離ざ淑rく、　タイフンコフ“ラニ毒の：主要で，∫致死、素

手であろコブ・コト穴シンて”1コ：ラ尼ラ殿．を生し・な、・

こと。・ら、粗毒rl（よって生す“ろ：ヲタ三三湯玉ケ勿‘て、　致「

死」囚5左ほ無，遠忌r∫・ものと）哩・われろ。

　ま1く一方で’ぽコプ’ラ孝の毒作1刊ぼ．　致死．》丈

ク1一～く壊タ乙芝点ず凶5一二もぐ参ま訳ていろこと　〃・ら

、　　て”　で　　ろ　1ぐ1ナ　免疫原・｝生　を　才員　ラ　　こ　　と　7♂　く　　整，毒こイと」

するため’く毛．北澱バ・ででr∫・・ようぼ方ラ勧・1・

望ましい．　その結采．リジン註／ヒぼアルギニン

を黍・加すう左ラ妃澱バ嘱方ヴ’うこを〃べ朗らか，ζで

れ’K，これらほいず’れ託塩基牲アミノ酉貧に属



●

していろこと刀・ぐ．ラ十日ご才、rう。

●

妬

　3　た　虫乞毒　lJ　一三実に　オ・ノレ　一〈～　リ　ンド　」　フ　　て　旧姓房r、

牲ρぐ襖わ躯やす〉・と畜われていることから、

；粗老Fラ疹ラ夜．に　リ　ジンを加え　て　FHを　6、5一　と　し　、　オ・，

ノレぐリン芝徐々1て加え参・よど・ででろズワ緩；

勧∫余搾で雨渓化しk場倉も致死凶手のゲ
ならず壊死凶寄晃確更K勲章化すること一バゼ
丁丁（。

　　　　　　、〕・　才る

　タイワンゴプラ毒のホノレマリンによろ鯉，毒

化の余イ舶くついマ縫々検も寸し7・媚呆、ホルぐ

リソの膿度バ為・・ほど、あろ・・I」毒庵痩の州

バ’эﾏきklJアルカリィ則1てイ喚く15ど、　すみ・や

カ・iくその・毒粧を失、うイ嗅向刀寸劇・めら4へτく。

　粗毒を用いアく場倉1くI」多量のラ僻年宝刀鍍レ

尺刀ぐ、　こ・Kばあら〃・じめ毒ラ落ラ夜・ヤ1てりジンユ

rく’互アルギニンを。．・8凶の濃度にヲ・えて置

くこと1＝よノ穆rよず多こと刀Y’て”さr⊂。　このよ

うり享曳刀v明う・・ドされると、二二捲夜のFH
ヤ・オ、ルマり幽ンのう条力。，方ラゑを刀、え 5プ∫、と”、　＝コフ“
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ラ蓄の無蓼イし芝：種1々な余ブ牛のもとで4子ず、£ラこ

と刀何能とτ」・R．ぞぐて”組毒ラ唇夜・拍て〃，〃

5図ドリジンを加え，者番疲のFHを6汐とし
ホルマリンを4～5顧日間げ昂で久2．〆ず’っ徐々

にラ養加するfJど比軟蜘綴糸コrJ余件の斗とで無

毒化し衣賜合で・し、数死1勾寄、壊死）i自釜の両

殆と誌K再現控よく石彪実．1く（蜜，毒／乙ぐゼること

刃ぐでで　／二◎
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　昂・≦1奪「　　づブラ・毒オ・，レマりントまソイ　ドの

　　　　　免疫必至K関すう．更均父成瀬1

縫て・1謎，レぐりンによろ七番♂ゆ心心（

っ・・ ﾄ腫々夕浪ぽ帆本章て唱’ぽその成婚！く：
↓とず⇒、ホ，レマリンで・鼠蓼イ乙1ア（層 ]云ト穴1
ソイドの上看及び二面雲向の免疫面心ヤアミ1

ノ酸を添・和してラ彫殿物の宇多Alを阻心し表組蓼：

ト雪・ノィ　ト“及〃べ精製・老こト雫ライドの免表壕1）ト生

ず∫と・●1てっv、て高直告’ずう。

　D　 柴且毒ト・ヤソノf　ト“⑦え、疫、厨ζハ・生

　1％の粗手脇郎pH　6す，370dて微ろア∫
ヵ巧ホ；レマりソを4一∠日）唱隔て”〃諸鈴ずつ

4回黍卿し、20日周斌訂し、ぞの〃す例ノ
をホノレマワンを除湿しアく捜1く5正のマウスκ

月隻腔内ラ主射を才了写v・箪，看二化ゴれアてこと乏メ；鹿ハ

め戸。・π1くこの組尋ト柔ソイドを乙〃・〃T

P倣，i・分函飽して上煮と沈救ド分ヴた．

上ラ和洋気品・κ軟魔暫してホレマ1ノンを

戸鏡、堤薇ぽ萎溜永で3】動先回し1く後1てノ主躍

、馨こ∫孟永⊂を刀ロえて上ラ看と ）司レ隻ギ多”＝竜　といし7く、　こ
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れらの寸言と点滅の曝露遊淑の・蛋白量ほそれ

そ塾ム。ま朔／帆乏及ひ・4、z．侃夢／伽之ピ：

あツ7・。ぬで適箔の免表量を一心1・してモ、
）し毛・ソトを免疫しτ二。すf∫わろ初、重拷矛重量を：

蛋1計量にして、ナ・ク飢¢ひとし上蒲ぽ〃汐：

例Z、沈搬σ4宿祷釈した毛の、〃す倣ノξ：
フロィンドσア）ノユノぐントとヂコく£o頂〔ずつ

の御レ毛ツトの皮下1てラ左射し7二．彪加免疫ぽ：

3回イ了可・い3週間噸ゼアジコーノ・ぐントを倉笈な

）、ト宍、ノイ　ド，ヲ言う痩一〃、5L観ノ之す”っ2、．亘！、　／飢，∠

ずつ／、動左射し斥。最終巌窟俊ユ週咽K5匠
’ず’っの免疫毛，レモットか5才象立zしτぐ毛のをフ・

一’しし、それそ玖の血病にっ・・て血・ギ城体緬

の薄墨を行で〆い、残1め毛ル毛・フトにI」直博

毒素をラ当れて防御効果を挨心した．実験前

当衡IJ煮9に示マれていり汐ぐ、粗蓼のよ．ヲ看壱戸づ分

で免疫四脈モ’しモツ1一のく卿看〃，4例ノでぼ

『ナ直直・3・巧最、笥／4記飢・プの毒の致死

防御〃・・認あられア・訳、泥澱都命で免疫でれrく

動物の丘zラ看で口このようで」孝の・ヤラ和効果IJ認・
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められ・」かつ仁。．

　痴く／粁4正ず・つの免疲やレ毛ツト．の脱毛，

’し婿部廊riて／8・，君・，3ナ・ソす：
〃ク飢。3の毒ラ脇夜〃．Z飢オをラ均寸し、対解，

1くに芝〕司数の無，処『置・毛’し毛・7トを｝卜いてコブ’ラ　’

善に対・する防御能を調べ7・．，実鹸成矯σ表1：

oK示でれて・・ろ〃ぐ、対罵のモレ毛・・トでIJ

’・〃倣。5ま陶π3よ・倣・フの毒をラ主射．

しk群て順、前須て助言尚俊1く4酌ぐ、4繍
で’にr4噺）司字隻1て3・匹．、　24・蜻y司以内に／圧．カマ・

死心し1㍉3rく2ナ〃帆・rのう均寺群で鳳4
ノ　ユ4／　48時周以内にそれそ’れ！匹ずつハ’簡，

ヲ断つ汽。こ潔く対して免疫毛1レ毛・フト群て豊巳

1コ：：致死多方’御と）司・頭「』K延イ多ア～麦：ズ7衆フウ・ぐ、フナとン）うれ1く」

バ、その勧果｝」特Kエラ薦防で免疫ブれτくモ

ル毛・・卜画廊虚心分よリ芳明て”あっπ。すり

わち上ラ蘇怜て9顎疫し衣群窃」計ク〃帆り

三主射群で2斗時周以内ド4征・知吟3ナ・
夙⊂号註．射群でI」43時）鶴以γrに4匠：・ナノ匹：
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ヵ帆七．したのみで、そのイ伽すべ・て庄残7存

・ま7て兆羅吻て“・の免疲群て“I」ナリ姐・31

控仁恩でσ2ヰ些細以、相て4匹・ヂ2匹刀＼＼ま

γく43時1判以囚でぽ4一正・ヤ1匹力v死下し、　31

よ。倣。3泣射群て1ね24崎問ソ人肉に4佐・ヤ

2在姻死七した。痴くう均寸後24爵手足1て生

面～っτく毛ル毛ツトについてラ主射’局所Kお、7う，

霰死の六さでをラ則議した熊衆毛並1・1ζまと’

められているバ、対鐸7のモノレ毛ツト．にみうれ

得霰死の太ででに坑ぺて免投毛1レ毛・・トのユ喪

死のフくきくrρぐ騎・K冷落’）πずうというようτ」、佑采く

～コ’客・号られT，ヌ・汐、つ　斥。　　　　　　　　　　　　
．．

　2）　アミノ酉貧ラ恭加粗老F及が頬裂i毒ト雫ソイ

　　　ドの免翻身、λ4

　本浮礁でぼホルマりンKよろ沈1殿を彷ぐ1く

めKプミノ面隻を黍和しrくト宍ソイト“の免波身、

厩を蜜蝋しτ（。

　表日K示ご躯1破うに疏酸アン毛ンの60
クち幻・らア0シ㌔三三赤ロ1てよってマ号ら｝干しτく＝7フ”ラ毒

の分画・駈豹生の比名柱を、蚤ぐヨあ1く・ノのムD
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　　　　　　　　　　　　　　．．＿．，．．．一ぬ

5・で比べ’うと、粗毒がワ／4、7乙Dや／％8で亀

あフ斥亮の刀備無毒でぼ535、7ムDよ。／纏5
と4、6樹は昇’ ｵ斥．そこτ細毒の1％及グ
覇製蓼の05％庵疲を作ソ、ぞれそ・れのう容痩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン1て　0、0　5　卜41（∠」　一乙〆レ〃喫ノ　堵五、竣∫並Lを　刀ロえ　、　＜r　ら　ト

Kオ・ノレマリンを。ユ％ずつ4－6日周隔て雪、
、動黍加して無毒化し、死鼓のア∫、・透明ゴ」ト雫：

ソイド疲を得k。〉知ぐ両レ穴ソイドの蛋匂量

をレ4。図酢酸緩衡夜（pHG、0．）て・2帆2／飢

ノに調整し、その1帆乏を1回量として3週
彫南で恥雪免疫し．札初回富国脚」ブロイン
ド・ア三ノニLノぐントとヂミ1く・ラザrビの：皮＝千1（ラ…iヒ三寸

し1（が、追．㌍免、疫Kぱア…ジュノぐントを〕弔い・ず“

にトそ・ノイドのみを節点糎しτ（。実験成緬ぼ表

1　2　 1く　矛、　し　1ヒ　刀ぐ、　　粗毒　 ト　つて　ソ　．イ　　1一”　て鴨免疫　 乙　アく

守匹のうち．　看灸主、瑳i］》・才ん看景イ｛均を示し1k二2匹

のウザギσ0、4侃£の血備〃ぐ35肌。多（5

伍2〆）のコブラ毒を中矛・し、4匹η寸ユ5従

。3（35飢4〃｛）．　2広〃てコ8侃。5（2、

5帆！民）、残ツのi匹ぼ3つr・〈・ヤ和能〆
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♂3

7刀、フ1ヒ。　一方’覇「｛裂毒トそソイドて“：免う度しZく

君イでIJ　6匹のうろ3匹刃ぐ＝フフ“ラ毒の5’0帆G

（5筑ノκ）の．毒乏中和して．親毒ト宍ソイ
ト’腎1＝）二t二！vて為、・抗致多と．イ勺勾：ξ示し1三．

　次1＝粗塗友・乙べ覇製：毒トづそソイ ド’て”免疫くγれ

衣ウプギの・ヤて”瓦較的尚・・血温貞体価を示し

ブくウザギ2匹ずつの釦痴・つ・・て壊死防御能

を調くぐた．更蚊成緯ほ表1∠トiミまとめうれて

v、ろ刀ぐ、　、うつrヤ帆1て文冠すろ最ノ〕、壊白し量とみ今4へ

ろ5’o〃し¢，の毒’！てよってゲFら4欠7てブ裏面のフ（

帆な’いし9仇勿し・て”あっ1「くの1て》こへ“て、　粕製看

トキソイドて”免疫でれkウザギ（砺13，1
∠ト　）　あろ　い　’」粗ゴ毒　ト　・ヤ　ソ　イ　ト“て”免ラ受．くプ　才し　1「く　ウ

ザギ（／％8　ユ6　　ノ）ヵ噺の実験て・5・ワ・・し

ユ5勉。5の毒1て対して致死防4卸能乏示しrく

血忌を用・・た活語で％、ぞφ壊死の臨きむ」

6れ飢躯・しア乳帆ピ対罵と愈駅壊死の発盆

を防ぐ之とバで2ワかフ1ヒ。
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彫

≠〆．

　次1てこ哲・うのト苛・ノイドゼ免表これた・ンサ

ギ8正iq　4帆3u・・し1、3帆3の蓼／．o伽
ノずつを筋肉・鰍射して致死杭移r舶＿いて1

っ回すベマのウザギバ生残っ1ヒ。寸なわち前

の則欧て“舷動有の。．4倣疋バコプラ毒の5’

o飢・号ワいし35勉。3を・揚吋ろよう’な

ウサギバ14鵜3の毒の炭撃に耐え、また血
1ラ青の執・対’す貯和平ぐ35夙⊂多ない’

5勉。各であったウサギが7勉3uいし＆5
凋の毒の攻劉く耐え、飾勧穿券・量バ／8

耽己3であっ1「（ウサキ”IJI、8〃し3の善の攻ζ誓

1（・功寸えたことを矛・してv、ろワ　こ：れ’て対して」三

勃」ウザキ’◎でば1、8認り・・しし3朔の毒

の攻撃に対して企て刀豆七レた。これらの結

采刃・らケf∫くヒも免疫ウサギの・セて”佃盾の毒

に対ずう禰・能の高いものぼ、直接の看の攻

警に対してよく致死を彷御しアくと乞えう。
　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　し刃・しりか“りこのよう「’i致死彷務アを示すフ

ザぞて冗番の直拷慣内への攻輸く対してほ壊



● ●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　諸

死の発庄内方ぐ使と刀・・て博τμ・つτし．更験成層

ゴ滴ぽ表！4・に設とめられていうクぐ、　5≒o～Z．

〃〃簗己3の＝毒をラ左証さ4べk免表ラづ’ヤ“1て発1

往しk壌死の犬ミでロ、♂・祝。ヲの蓄で1」，
タ7し尻～／’／、8のε勿・ノ　／”〃の乙。：｝の老≒｝〈貞寸’・

してほ／／飢飢～／タ・3倣飢ノβρo肌こ多；
の毒の攻劉て灯してぼ／∠困飢％一え／尻尻．

ゼ対薫と）塗笠1て壊死の発生をあ・でえ5ミと耀

てい31写力、ラ　ア〈。

　3）死降トヤソイドの免疫船生
　二7フ”ラ＊且・毒の　／o飢参／帆之磨一ラ夜ぐ　0ゼ〃5L

N乙一乙幽¢虚酸逓を飢・）1渦方．ポ，レマリ

ンをよ臼間蝋で〃之グ〃ずつナ回馬力・し、ヲ唇寂

のPHを　6，よκイ赤ちで『ρ寸ら、　37。（し9＞フラ　ン）蕎

内1てお・・た．♪πKトモ’ノイト“の一詐を透和＝

よってオ・ノレマリンを称些しア・復K、その〃汐

刎辺を5匹の一マ・ラスの月夏．国産内KヲiL射し、　すべ・

てのマウスヵベ生残すう之とを石在か訪τく。　鼠毒

1已か＼・石彪かあられ汽ト苛ソイド’IJ一チメロサーノレ

〃，0／％を含こ・、久0之よ図、酢禰隻ゑ髪イ重了ノ食つ墨永、（
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ぷ4

pH　6、0）K透析して遊灘オ・1レマリン．を除去し　・

τ（。茜に本トキソイドを群心意衝食丁亀氷て“・

つザいて本派劾糧の塩化ア，レミニウムダ

k役、紡越智として今メ・ザつレを久・／躯
に加えz一蓉♪夜・／勉ノずユ勉3（蛋白量）の’：

コブ’ラ孝伝／倣5のア，レミニウムを禽こ舵：

ア斧1一キソイドをつくつア（．。

　このよう心して作ら・れrくう虎降ト穴ソイドの1

免疫鈴生を調べうkめ」（、／群7羽のウすギ

を吊・＼ト苛ソイドの2鱒，／初ノ及び
〃尚飢フをそれぞれの群のウザギ1て反下ラ主射

レた。易射ぽ3週間繍で4回行りい、3、ヨ及

び4回日の匠射ヵ・らそれぞ豊れ1・日後に耳官

爵ρ・ら採血し・血忌抗毒素の死足を行で」つ斥

。　ミ｝斥ユ、重目の才糸、血一〇、ら／牛日誌＼‘て、　柴且毒を

直痔免衷ウザギの千腿論1肉内1く庭射して敦死

防御を経時的1く観．象レr・・

　駒回目の麻血時1ミあっう蒼免表β￥の血・ヤ
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’7

四葬素イ勧て、．ト舌ソイド2冤5免疲群で1ユ、

毎ラ角久4夙ノ刀寸梁、筒6Lo碗己，　（6L例．ノ〃（）、’

の組毒乏三図ご転姓、君飢・3・（ジす処
ノ〃（），　之よ％ご2ぐ惹5」例ノ〃（）ノ　ノグ〃乙：

りぐ／評飢ノ〆）をマ和し二毛のバそ4しそピ
れ1羽す”っ言器められrく。　／帆夢免・疫ズ手でぼ景

高刀ぐ3よ％こ9ぐ、ノ．5仁伽ノ〆．クビ、　25」勉こ

9（之汐飢ノ〆）の毒を・擁武鳥の刀ぐ2羽

、ま7く3羽のウザでバ／3鋭C3（ム3耽え
50をえ全に転・いく．ク汐飢フ免疲群でぽ
之ま呪。3ぐ之、5L侃ノ〆）の・毒を・ヤ矛▽し7て竜

の汐ぐ景、為で馬、　∠トヨ司かぐ／・夕観乙9　（／、3須ノど．〃（

）をNヤ’；記していτく。　2、亘｝日の橡重ユ1てよ う：位z→・

で腋、茅1回の採血噺と同じく〃．4勉之の血

ラ節ぐナ〃観己3ぐ飯ノ尻）の旧い鷲ワした
尾のρ寸畢南で亀、　35L飢こ9ぐ3、夕双ノ〃〈）の

三二をマ矛ロしK毛のぼユ羽で’あっ7＝。　／飢3

免疫．群て”ぽ蚤、㍉バ5Lρ侃こ湯（5し残ズ〃〈）ノ

3羽のウサ’ぞ〃ぐ．2よ％こヲ　（Z、5L・勉ノ（〃（）　を
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3L8

赫4レ瓦．〃・’習庸纏群ド尉・・てほ・二毛

函・・抗体伯を示レた竜のぼ、／3飢G3（1、

8飢』幻の毒を・擁・しπ〃ぐ、1・倣乙2（
1倣オ民）のi粗毒しカ・・ヂ’矛Ψレη〔ハつ7て・ものηゾ

2羽も畜そめられτヒ。

　⊇欠1てト著ソイ ドの尊志種をう、プ7・（免夜ウーワ’キ“，

乞1群4羽として4群iて分・ナ、糎々η毒量

を下腿筋肉紬てエ湿し丁惚毛果、2侃3の毒の

攻響を受ワ同のは企例生記し衣刀寸、対罵の

4羽の・ラザ・ヤ”はすべて24爵固ン・λ、『に死七し

斥。4稲の毒の攻撃群て・憶3時三日の六二

爵1て4一羽、ヤ1羽刀ぐ死一としてい斥〃ぐ、タ賓りの3

宅，《・、めτ∫汐・つ1三。　こ’才tlて反して．柔寸喜超，の3ヨ弓ぽ4

爵間以一『にすべて死亡しτて・　8飢夢の毒り攻：

高這て憶免疫群て簗4時固1跡4羽中心死
七し夜汽けであっR・犬量ノ6噂の＊三二て“

攻撃ご乳rく免疫群でσ3蝸「）《熟且によ羽洋2・羽

バ、ユ・ト時間冒一q羽ρぐ、ずらド4・3時周日

でiヨ「〃ぐタヒ亡し一、　生涛し斥つぼゐ「ザη・1羽の
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7ナて”あっτく。　ミのように．して免考疫・ウサ・ヤ“1ミ’」・

忌明な致死紡御と添乗劾果〃v認められト．

　各免疲群1こかアう杭喜豹頑、朕働劾／’
帆zバ、どの揚度の敦死ラ舌・椌をぐ知すうヵ・ビ

あろ珪フすと、　表15一に；〒r・し1ヒようi（：、　穿1、亘

日の測定で臆トキソイドユ倣3才新重燐でぽ、

’り～3、8乙P釦の毒幻を中卿し、i倣5免
疫群で憶／ぬ3～3，3乙賜ノ〃ナ一病妾纏

薪でぽタ≠・）3湯ムD如マ醒勘っτ二．計斥2回

渇のラ則是にお・ワう愚民ぱそれぞ・0れ’ヲ～3、o

乙Pナ・ノノタ～広9ムρ幼心μ’∠汐～4，3ム
P伽　　て“　あ　つ　7三　。

　痴てこみらの免疫ウサズの血中の抗紋死価
と、釦妾ド看をラ由れ晒場含の致死彷心ある’

いぼ延命効象との関渉をきとめうと1図8のよ
うドr∫つ7三．　それ・ドよっと、　免疫ウサでの毎

矯1飢．（刃ぐ5乙D‘っ程度の毒を・ヤ和すりと、

ユ・1い・垢バμ∠一．・∬い喬）し／て湯／飴こは、

・淑・（ドお当丁⇒ノ殉の老二σ峡撃にも耐



●

えろ二と刀ぐわヵ・つr（。

　　　　　　君　穿、

●

60

　人1・直才掬妾記すろrくめのト知ノイド刀踊え・

ろべき回心として畢弍重孕百ことぽ、克をU
蟄，：毒イしヵぐ要オぐされることて“あろことぼすで’て

蓬べ7く魁痴く重蓼で∫奈片として11良妊τ」乙

夜原粧鮪ずることて”励。実隊の予筋接種．

で1コ疹射、ヨ数歯刀・τ∫ツ制眼マれろことから、

一こい’セ：“v・3～∠ト、動のイ妾種て“’ケrlドくと円し直．ぞ妾老二

め攻劉・ら死を救戸瀞の揃本の産生を促す

免疫原話を項すろこと、言rくう左心1・灯すう季

量〃ぐできうだげケ写いこと箸バ望3胚5。　そ

ぐで循箔ほ無蓼イしド同ずう実蚊て・唇明ら刀・にざ

身U（成磧を君慮しつつ、クイフンづプラ毒を

＊看製し、粗二六ひ野精製コフ”ラ毒ト茉ソイト・の

免疫原性劾てつ・・て検討し存．

　粗毒容救でぽホ・レてリン1て」ろ無護；化祇兇

コするまでに、審夜・株多量の捉吟物刀性レ
rく刀＼㌦　タイ’フ｝コフ“ラ毒の「主牽τ∫致一．死，囚子て”

あうコブ＼フト苛ン｝でぼ沈景気を生㍗4いこと
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6／

から組毒によって生ず’ろ死澱部分ぼ致死■蜀8

左ほ関係のf∫い物衝で9あうと）鴛占れ，主：蓼て∫

免疫寝て”あろコブ憎トキシンσ上ラ解扮K存
差Lレマいろと薦えら抵r⊂。　このことノ」噛’今一1宣し‘つ

望政で0、永ノレマリント門ソイドの計減欝窺

免疫原とLr（毛・レ毛ツトの血中杭致死価循笥
刃・ @つ　1（　こ　と　ヵ、　ら　rし　う　f∫　っ“、プ　ゐ　。　　し　刀、　し　ラク乞う二更匂～

命で免疫した動物ゼ毛勉病の致死ア方御記果醒

認められ・」カ・つ7く’く毛かρ・わらず，その免疫

重力与勿1て直才妾コブラ・蓼をフ文高し7て訟召采、、　老・千の

致死彷御…誕められ1くこと〃・ゲ泥澱物の・ヂ

1謡鼓死ア方御1て関侮のあろ免喪原刀・諺行して

いみことηぐ矛、ロ盆でれ7（。

　そこピ粗毒ラ名ラ友・やにあら刀・いめ0、05一図の

膿友Kりジン逓酸蔽憂加えて、弘毅物芝山よ

し7く親毒ト知ノイドと精製毒ト雫・ノイドの就

寝原痴＝っ・・て液討し尺と之う、精製ト雫ソ

イド…劾果刀・瞳れ、〃、4飢£の免疫ウすで血

矯バ凱㍉よ…　男の一をを・ヤ和し、最，ト致死

重つド堵量’ ﾌ与の・文撃ド樋ず脈ミと置土
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∠よ

自にイ直’すう。

　しカ・レ～のよう1て致死毒、痴て対してラ郵・防

御刃を矛・したウザギの飯絹・ヤ1（、急死義子を’

・ギ和する坑体〃ぐ劉是でれ．で」パフrくば刀・ワ、ζ“り

く、　これらの免疫ウサ・ギぼ5－o倣。　3　という

叢，、・プ；二死量の毒て1㌧ずらア労ぐミ．と刀ぐで’3rJいの

1ユ意クトであ．つた、この～と1ユー見ト知ノイド

の杭壌死因励て関与す．ろ毒の抗原柱ヵ燭看い為
でIJr∫いヵ・と捲・イ象一で淑うかぐ、　～：の戸喚：是塁Llコ：ギ等来．

壊死の発生榔玖バ明らかにゴ訳い四Uず・解
三た．くr　4失　ア∫　い　て“　あ　著フ　う　。

　つ’ブ・・てん1て直接免疫すろぐとの可熊、性の

有妻，をくyらに追オζ’すうr（めにラ尼ア今ト雫’ノイト”

の免疫原牲ドついて検討しアニ。本ト茉ソイド

1く）訊い1くアルミニウムのラ農友を　1帆多／帆更

としτ・凪この根拠ほ人体1くイ更弔再能・」量と
し　　て　看庭、　し　ア＝　・も　　の　

て” @あ　 ク　、　　ト　キ：　ソ　 ノf　　ト“ラ亥き一ラ夜、ナ’

の毒素蛋白との結合に関すろ最逼の蚤臼卸碑

三ついて頁ぐ　今俊6挨討を綬1∫て碧1ズすらない

　　　　　　　　　　　　　　　噛塾c
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　叛乙升年｝トキソイ ト“の免疫原ふ生をウサギの血Z・ヤ

ガし毒：素イ面て“検言寸しkところ、　トキソイ　ト“の。．

夕倣郭妾腫群と、その4イ告量のユ伽2芝泣射

し三教の乎瑠直の差痢2イ音であり、免疫

量を増量しマ二才臆熱踊の劇1て1ユ産生’ｴれ幽

びいミξカマ万「・マ才k7二。　ま斥1回目り才象宣ユ旦そに

おrアろ才彪体一短；と2回目のぞれ乏ぽほほ“｝司じイ直

をナ了・していろことカ・ら、　1、亘1の才妾牙重量1ミつい

て1凝’らん漸曳を進め・∫ワ承，でびらな・・。し

かし免疫動物に最、ト致死量の2借あろ、・ば4・

倍量の粗毒芝・縛して毛、鳩醗のウ亨モ駒ヵ“

死を免れヒことから、その致4婬方御三呆ほハ
　　ノ4ソ像れていると毒えよう，個セのウザぞの
抗毒素価と瑳撃毒量との関蓮をかる左、免疫

ウサ舌の勉病1微丸・ぐター10LD釦の毒を・
艦・す杓で、2な・・し8帆3の毒の攻鍋・論

ずる致死紡御バ●可能で’あうことバ示でれ8。

　二一二σ一般鰍てほ、わレマワンドより免疫

船イ赴パ磯喉マ・才い守アいと、帰しごいうパ、ごの

→：＞　iこブ藁≧身〆L1く吏ノ疫、痔之・｝4二をノ萄ゴ○ろ　ト・《ぐ、ノづ！　トい7ワ＼じ
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得ら麻ア・裡由として瓜ホノレマllンによう毒

煮の門生Σて㍗多μす跡アうkめ1・、言下糸

急隻王妃を1宥つと）尋われろリジンプ並繭貧塩LΣ．加え

、　三しつ老穿づ系牙各・ラ夜．のFHを6、5’とし．　くγら’く少・量

ずつホノレマヅソを伽・す碍、て㍗るズ・ナ綬

糸・て琢けによジ三二化レ六六め、毒象蛋白の

二丁〆景・ト眼に鴇められ衣こと毛一因ゼあう

を考えら雷しる刀ぐ、 一方マ“1コ》このよう7∫条一で争の

彫とピ，ホノレマリンの持つイ釦刊とレて分手の

重三バ起り、そのため分5老バ人きく亨うて
免疫原性を増ア勧たのτ・ぼワ・切・とも足小れ

ね．

　このよう1て乙てイ髪こ尋へ7て免，疫房・か生を有“ずるト

死ソイド・でイfられ1てこと鳳、漁舟痢淋雰素釦

ラ三叉脈あの人動物の二二（あ・いて、景晃

奮辱視で躯る碁礎免疲賄ド、穴量のコブラ毒

を窃種ずうこど刃Y’訂能とαソ、今まで刃r彰K

凶難て協・7く免疫帆舷卿唄の彫工言う
凝弍含あて、カ・σソ藩易κr匂ことバえ分

無なぐ略か．妹動初劇軟にみ…て却1「の寝
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券

面　を　チ方4㌘r・ず　ろ　如采　ピπ　ほf　と　ん　と1’得う　れ　TJ’　刀、　フ　　rく

バ、致死彷雨雪果〃ぐ図れていろこと刀・ら、豪

富のコプラソ吏症に」）・いて最地ラ慮れられていろ

致勇二刀ゾ、　このトキソィト”iてよって予労刀マ、」へるこ

ヒ1；r、　ずて”に実寸イ1乙丸マ進め5れて逃ろハブト’

そ・ノイドに・えいてス体への応用畷驕ゴ櫛

、　一方で’IJト府ソイドのヂ妾纏1てよつ　て致死κ

りび」く局町の垢面充分にア方御すうぐどバ

ぜ封巧こと刀・ら、こり問題ド記して1御5
k厨髪を進めr〆ワれ1ずτ」5ナ∫い、

　　　　　　　、｝，　一一

　タイワンコフ“ラ（Naja　naja　atra）喜のト薫ソイ

ドの試作を日記として、無毒批剤とむてのホ

ルマりンのう農蔑と：毒ラ寿一ラ夜一のpHlくっいて；挨篤し

ブく薙梁、ホ；レマワン濃皮の高・・緩、あみ・・ぽ

州・寸一生u・・しアノレカソ側1く刷くにつれて、無，

毒化の速度語漏くσフた。その豫禦訴化の過
寿呈でノ最ノ多τ」ラ尾5耐力で起つ斥刀ぐ、　コフ”ラ蓼の教二死

の　　　　　ヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1：勾ケご1・篭コプ＼ノトそ子　ンビぼ∫起りr｛刃、つ，良

’　荘／くこの実うヴヲ冗景之ぼ予め組易ゴ乏リジンあ
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〃

ないぼプルギニンで’処鍾：して畜くと夫ζうτ♂〃・

・た。之のような民芸刃・ろホノレマリン濃度を

・、9％とし、pH　6、∫，37〃。て．’20日渦放置
し　て　：≦乎，孝イと二望ド　4代τく、ト　・ヤ　ソ　イ　ト”を　⊃ニラ美f　、を　……沈・畷1て　．

分ヴ、　これ乏抗原とレてモルモットを免疫し

、三朝え体価を調べ且つ釦二二を免疫動物に

攻誓レてその防御能芝調べ7魚壱果、組毒ト穴

ソイドの人群分の致死防御抗原ほ上絹砂如く
秀多妊rしていうこと桝）3月らかこて（r遷へ．為。

　次に。、oポMの濃度i（りジン塩酸虚を含む

1％粗豪捲夜に、｝％ホルマリンを加えて禦，

蓼4乙し、ホノレマリン添加ドよる沈毅を遠方・・だ

トキソイ　ドでIJ、　石記三盆アン毛ンで精｛裂ざれ7く

トづそ・ノノf　ト“刀・ぐ、　：…組萎≠ト．づrrソィト鴨（∫リイ’望セ才L　7ヒ致

死防御能を示しτ＝。す・」わろ・、4侃丑の免疫

血煮パ50飢乙渉の雰乏・ア和伝免疫動物ほ
致死量の’・イ執の意の攻鑑て耐初二。しρ・

しこのよう’てよく免疫マれた動物ピ先毒の壌

」こ考鴨ミ争旦広ずろこヒ刀ぐて”亭r∫ハつた。

　実ぶ夙様可方」云で’葎られrミトマ’ソプト1’に塩
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〆7

化アルミニ・ラ久風〃κ・リン商菱ナトリウムを加え

てラグ乙斧年ト雫・ノイト”とレ、　老の免，疫原㌍生1くっレ、

て挨討しπ。1回の堵煙量をぞ承そ㌦K、ユ侃

2，1帆3，〃す得左定め、3直間商て”4
、a皮和も痔纏’した，3回及び4回目の番糎刀・

らおのお・のレ。日役ド裸血を行f∫って、血・ヤ

税体伯乏剥足し7・．剤回周の蒜伽てお・ワう

巌荻死イ勧撫2飢3免喪鳶て”，1毎回匝2バ
千亥り／0、斗ムP5っの三毒力を・字柔ロし、　1’飢多免

疫群て’噂7汐ムP5っ，〃汐朔免疫群でぼナ、

4ムD釦の毒力を申和しR、ユ回目の刻是で
ほぞ　れ　そ’1ψへ　／o、8、　　／o・4ノ　　・≦『2　ム　P血・　マ’覧1あ

ツ斥。免疫動物の致死防御劾果ほ、2勉2の
粗裁攻撃し衣群わ」死亡し耐の〃“で’く、

物し縫μ溜侃仰攻撃群て篤イ’葵れ7くア方御効

果をイ・し丁（。血・ヤ抗体価ま攻撃毒量との関イ矛、

カ・ら、免疫驚々物（7）釦ラ・看’飢．乏バ・8～10乙D

ρ、の毒・ト生い揚・す淑ば、2例∬・」・・し8倣3

つ乱ゴ君姪σ乙所御・・ぐ軒能であることを示
し　　1こ　。　　こ　っ　　子　　5　　｝て　ノ；本　 ト　　で　 ソ　　・∫　　ト“　を　ラ…乞虜寸一　し　　1ζ　重｛ア



● ●

68

物の才えイ本彦’ふ生・もよく、．コフ“ラ毒の才尋っヲ釜い致：

死イ向郡彷御すうこと耐て“3乱



●

総　耗

●

62．

　既　i＝訟老：i多　て“蓄チ　レ　く　述　へぐ　1（　よ’　う　1ζ、　　こ：　｝れ　ま　てい

に主屋・ルマリン1（よる：ゴズラ毒のトそソイト“：

化Kついて・．いういわな研究バ行4われてぎi
斥　〃寸、　こ歯しら　の　実験でぽ、　いずれ｛　コ　フ’亀ラ毒．1

の強・・喜甦を失わゼるミと〃三子筋く｝心逸であ

フプでぱ・・ワて9’眠く、永ルマリンで処裡し7く毒

の免疫原牲沿うレ・こ．と場刀・飢．ホ・レマリンK唱

よる ト・そソイ　ト“イヒ・1ゴ’畑瀬育旨．て“あそ）と）乏・ノわ才’して

い斥，　ま1ヒこれらの研1究でIJ、　ト宍ソイドの

無毒イし畜式献や免疫身柱についてほ、i致死毒オ生

Kついての〃調べうれ、壊死K唄してほ全く’
挨言寸で碁てい1∫カ・っ斥。　しη・しコフ’暫ラ毒1二含、

まれな」湯壷鶏牲晃、　見直バーすことバででτ」・・1

重辱写因寄であるので、　トそソイド／ピの研％

で最詫重重な無毒イqく窃…てσ、致死のみ・∫1

らザ壊死凶釜毛充分に無毒ニィしゴれr∫ワれ’ご㌔「’

ろヘブレ、〇三Fτ（トつくソイ｝、い才妾づ羊重iくよう責乙雰乏＿効采

について1：∫、　づフ’ラ喜のヲ《該い教死イ釜、・刊を所務r

すること氏聡奮象献とて物御ぐ、1司時
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／ク．

1（壊死誌彷御でれろこと・哩まし・・．第箔ば

～めま・を7沓iまえ、：ホルマリン1くようタイフン

コフ“ラ毒のトr・ノイ　ト“イしの石可爽をイ了㌔rフ≠く。

　本菖叙の八卸燭微の一つI」．この研尻にi

おいて咬庭二三K見られな二戸P裟死と湧接似す！

な更鹸切二死・を、ウザギやr三，レ乏ツト1（再侃：

く「セ：・る　こ　とiくガ～ぐ功　レ・　局」彦「ナii覆多乙1く5～寸ノす’ろ〕契＝眞粛こ

方広を：閉発・すわことパでき7くr・め、初めて壊

タ6囚：手について一・し検討ハ・シ遂，められ；うよう　に1τ，∫

・敵とて物ろ・諏免疫し7く動物の血・ナ仙，

体価を測之すうと某1（、．直痔コブラ毒をフ文撃

tて動物バどの経度の毒量1て耐えう刀・を観心

し、血・柑鰭啄価とそ擬彷御すろあ（撃孝量
との相互＿｝剰イ矛・を日月らか’てすヘーくネ交言寸を刀ロえ7ζ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと毛、従来の報告わ現られ吻・・7く新l
v、
@玄さ蔓　7ナ　てψ　あ　 ろ1　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　このよう1く・進めうイへrく夷鹸ひらそ尋ろ4へ1く成’

旧くついてノ々のようK蕊鵡すうことη寸て・3ゐ

o

1）　　コ　フ”ラ　毒　の　致死イ乍用　IJ　オ亜　々～　て　；髪（乏隻　て漣　あ
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7／

り、その毒粧の発現刀⇔塞く、10あるい・」7

帆こ3の毒を泣入俊、4時間以内Kマウスを
死に．至うしめた〃玄覆1症IJしていて｛逸れに

耐え7＜動物σ、以役ずみやη・にその症状桝回

復して農く些ぞ綬ワ衣。この緬采かろ孝芝ラ主

射ずれk動物の蓮命8」、短・・時周困で疲震る
こと’刀・ご持4参ζで：あろのハ”13月らρ・1て：されア＜．

　2）　タイワンコプラ咬庭患殆にみつれり壊・
タ乙　』・　三三イ》ゾ・　し　r＜琢隻死　を　．　　・ウ．ヴ’　・ヤ”て”8」　，2　0　0　ノ　　そ≒

・し毛’・トでI」50帆・3程度の毒乏皮内K症

射すみことドよフて、唇易に作ろことバで5

、その口細での刻足晃可能とσつた、之の壊・

死i算艮液面：aつ表在柱であク，筋層への劇響

iJほとんどみ5れσ刀・つた、　きτ＜無血を祥う

ていな・’之と刀ぐ竹微であ似番のヲ左射狡1－

2侵出の早・・爵期に落成ゴれみこと箸刀寸明ら

かドされ斥・この実鹸方広の歯面くよって、

免疫動物の血赫嫉死イ励回国絶壊死彷岬
能励唄」局所喫死の姓状累潅見豪ずなこと
ヵマて11 ｫろよ’うにアよ＞7ヒ。
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ノ．～

　3）　タイフンコフ”ラ≒蓼の1曾，呑イヒJ】ミ1コ’、　毒百

雷のpH・賦卸」影響芝ふえろこと、即う酸厩

側（5コ，6．0）でI」城毒η咽難であツπゲ

、ヰ性あろ’いぼアルカツ側（3．o）でぼ、す

みヤη・．Kその毒忌バ失われろこと刀司厨らカ・に

くrれr二〇　し刀、し粗；毒を用㌧、ろ3・易合1：＝書；〔、　璽，．；毒二

化の塗中でその庵ラ榊1く多量の沈峰物〃寸あら
・斗・フれ7く刀＼’・　これ1コ’あら27、いめ＝老婁こj…ノ各ラ夜、ナ・1くりシh

ンあるい1コァルrビニン乏∫於卜して置くこをに

よ1／’防上・すろこと刀ぐでぐ7く。　之の成b影貢によリ

・今までコブラ毒．のオ・・レマリンによう克企な魚

毒化ぽ、ヲセ，常ド困難であうとく「れてい1てη寸、

毒番夜．の逝当・」FHを選山峡1てよリ、回船て

再多乳姓よく鼠毒イしするこヒ桝司能とτ∫フ六．

　ヰ）毒テ唇忌中に0コ5Mの穰度にリジン金
包盆ナ孟乏　ヵロ　え　、　オくル　マ　リ　ン　を　o、2　グ，ずつ　∠ト　一　6

遡周鮪て1’殊々1て希画し、ラ各回のpHを65K休

ちつ「カベら3「7ρ（：！て静飽，老〔’イしすろこと1てよソ、　1ま

～ゴ20・日間て”兇’全＝～てその毒永生；をタく才フてlr：う　こ、』

ηマてき1ヒ。　このよう1くして飽1，毒〆乙し斥覇1裂、及
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刀

び’ e毒トてソイ　ト”の免疫原・挫の縛こ：ぎオて”1コr、　免

寝しτくウザギの血指。、4厩丑バ・桜ワすろ巨富

の平ナりイ直ぽイれぞ・●れ∠ト2、5’（6、1’〃し！0（）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノユ　 3　，3　　（　　3♪3　　？π’　」と　〃（，　）　　吸　 こ　 3　　て”、　　ρ、　7」　　フ　．為　、、

：致死・ヤ・和抗体ヵぐう則足でれ7く刀ぐ、壊死・雫和荻体

l」挨鉱d・τ∫刀・ラ7く、これらの謡物に親尋炭幽

豹乎初・たとミう、致死I」充分な妨御成績
バ得られrてηぐ、壕死1π・全く彷御でれr∫η・つた

0

　5）　組重沈吟ト茂ソイドの、免表原・挫馬∂・ば

k、

　6）免疫動物の血・物λ体イ硯戻撃毒量との

関休刀・娠ウサでの抗勉矯のi倣ノバ5－1
0乙［）よ・の毒・カを中牙ロすれ1ご2～8伽3のτ又
撃　1こ　る　プ乞分三寸え　ろ　こ　と　刀ぐ頂部　ら　刀・1て　で　淑　ア（　。

　以工迩ぺrくよう1て本研髪一てお・・て，4如て無

回しの条伽・つさ詳しく処駁を重ね、ぞの毛
表原／ト生について一む鹸言寸Σ刀ロえ1ヒρ　タイ・フンコ

ブ’うの粗毒あうv・’硬石丸動貧・アン毛ンて“音1》イ分精製
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匁

しτ（毒i（り　三ン“ンナ」茎乙、蜀多ミ．ナ董z’を汐戦え．、　pHを　ζ；．5一書てイ麦『、

乃つフ37．6ド放置しホノレマリンを0、2％ブ
っ∠ト空6β簡？昂で・徐々に増量ずろ方彦、でト穴

・ノイド化を行なつ7くとミう、　致死のみり6ず’

’霰死囚子記完起て無毒此されτ・．またイの免，

疫原ふ生毛、夜来の報告1く又ぺてIJうη・1＝縫れ

斥蚊死因御仁白し、人体拷・纏〃画能と毘わ：
れ　ろ　　ト　　苛　　ソ　　ィ　　ト”　刀で1コ：　レ　　とろ　マ’　4・尋　ら　　れ　　7そ。

　之　の　よ　う　ノく　し　て　．　タ　イ　ワ　ン’づ　フ”ラ　毒　の　オ、　ノレ

モーノレトやノイドを得ろ汽めの、ト穴・ノイド

づしの一つの方菰を示アことバてで7（，しカ・い

本ト舌ソィト叩iくようてノ笥力1「のプ・湊死芝1r方雑rすろ　1

ことη・べて”37’、「η、う7rて．刀・ぐ、　ミ：の朗i題iて関してiJ層

壊死函豹ζ対すう免疫原性の∫・・トキソイド

を碍る諦め，でうに実一験を進めτ∫ウれぽσろ

厚…　一方て順心確で、局部寝死’て1鄭ろ，

更験方ラ玖刃v用兇ごれ、従来偉とんと・・知られて

・・「」刃’つたコブラ捌く♂ろ局町感受の樹だに
｝フいてつ凪ろ刀、’ててゴ尋へ1ヒ：；事τ∫，と●’、　／ラ～チ多こ．穴…　仁ここ

の周憩の解うた1く役立つことバ期乎奇ごれろ，



● ●

　　　　　　　緒　論
　づ　フ“　ラ　欧r症　に　よ　　う　グ乙・亡　や　雇］ア布ナ裏タヒ．　を　最　ノ】、戸艮

iく吃ある八めの’予予方を目白匂として、　タイ　・フン

コブラ毒：ト宍ライドを開搭すへこく｝之角欠を行τよ

つ衣耗果、本痢％1＝よソμじめて人．体拷4重が

歪「三三㌔〔ト宍、ノイト亀’をイ；暑ろこと刀・こて“：さτ〈．

　まr〈ミの珂曳を進めろ避繹て“明ら刀・Kびれ

た主r∫新知見を説明すれぱ・だのよう1て堺約ず

ろこと・oべて”さろ。

　’♪　タイワンコプラ毒の永ルマりン1てよろ

魚毒ダしでぼ、孝系ラ各疲のけ1やホノレマソンの濃

度刀ぐ、重尋癖鍔・臣演し・・て・・ろことを干る・・

1〈一ずう　こ　と刀〉て“5斥。

　2）粗毒をホノレぐヅンで魚蓼化ずう湯念1て

ほ、　その孝ル生刀v克企1く朱われう言でに、　イの

う溺娩に多量の沈蜂物芝生ヂろの刀悌であっ
た刀ぐ、　タイ’フンてフプ’ラ毒の多丸勇乙｝i司モ｝一て”あうコ

．ハ2ドそシ）審疲」父’」テ見・｝代σいこど、まrζこ

のノ’「ン尼痔棚硬い∵・∫うう．・へ・夏ブ1レズニン

きてド’・9』1’シここにまワ、　≠右」ヒすづ・こ之ハ’9て．唖5
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ク6

みこと；を「日月らρ、ヨてし・1く0

　3）粗毒溶疲申Kリヅン塩酸項を4・え、 3

　　　　酬を6、5K休ち’っっ『、ホルぐリン芝

。、2％’ず“っ∠←～6「日周f昂て’覧ラ条ヵロし、　休セ　1（」曽

量す勧と耽敦気品一品けの千て穿穴ソイ、
ドィ乙を行・∫つても、致死，壊死の内凶守と晃．．

雛熱く鼠毒血てでろことを更証し、ぞの免疫：
塚柱rし　（宅ilv・　こ　と　刀・　ら　、　　タ　イ　・フ　ン　ニコ　ブ　ラ　＝毒　ホ　ノレ　、

毛　一　，レ　ト　穴　ソ　イ　ドを　得ろ　πめ　の、　ト　舌　ソ　イ　ド

化の一つの方ラ亥ξぞ是．示すウこと刀Ψて“き7ヒ。

　ヰ）画才三四の攻豹て対して、致死防御1頭

票り免疫動物の血・ヂ坑孝素価を知ろことバで

で1く。

　ぢ）　タイ・フン＝7フ“ラ毒の多ζ死イ乍1刊の特4蚊を

忌月らρ・’ミし斥・．

　6）　コプラリ久4孟患煮にみうれる土豪死と湧嵩イ以

しτて壊死をウヶギヤモ’レモット箸の〕信認動与勿

K虐一二’く作う方ラ云を見歩レ、・ケゴで8ほ之んと”

知ら必ていrJかつ沢層所壌死の特徴を明5〃・
1・することハ1て”ぞた、

　ウ　　　　　ぬ

7（して、
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ク7

　菊ド局所濃死に関すろ夷鹸力広を唄溢し7く

こ　と　｝く　よ　り　・　こ　の．面て”の石fl究刀寸人い　ド進展す

ろこヒ刀ぐ期祷ご胚ろ。一方て『聯’」イ剰へ衣致死彷

待ア能．を・弥祷すろト穴ソイド刀ぐイγられ1くことに1

よワ、為劇立の劣舟血矯を得うたあの馬の免
疫帆春易1て行7」・われなほ・刀・リマ・りく、涛来ト．

代’ノイドの人体勘重刀痢望で’あろ。これらの

ことρ・ら、　本石可え1コタイワン＝フプラのみね「ろ

1ダ＼　イ也のコフ”ラ吹症の5⇔海やそ・彷の洋1進iこ人

きく貢南メこする・しのとづ記し・ろ。

G
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